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即戦力

救急救命士は、ここから生まれる。

現場での実践力が身につきます。
教授と教官とが長年の教育経験や現場での実体験に基づき策

定したシナリオに沿って、研修生は現場さながらのシミュレーショ
ン訓練を行います。
シミュレーション訓練では、基本手技の修得もさることながら、
常に、隊長としての役割はいかにあるべきか、傷病者を中心に現
場全体のマネージメントをどのように行うべきか、などの「現場で
の実践力の向上」にも努めています。

教官は経験豊富な
現役の救急救命士です。
全国の消防本部で経験を積んだ優秀な救急救命士が教官と

なり、現場での経験・実践を踏まえた教育指導を行います。
目標となる理想の隊長像を具体的に描きながら学ぶことが

できます。

救急救命士の養成

POINT

POINT

即戦力
救急救命士の養成
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救急救命士の
全国ネットワークができます。
全寮制の研修施設で半年以上寝食を共にす

ることで、研修生同士の絆が深まり、卒業後に
は救急救命士として、各個人のネットワークが
確立されます。
毎年開催される「全国救急隊員シンポジウ

ム」等を通じて、卒業後も旧交を深めることが
でき、救急救命士としての知識や経験の幅を
広げることができます。

国家試験全員合格を目指して、
研修生を全力で指導します。
国家試験全員合格を目指して、苦手分野を早期に発

見し、徹底的な反復練習で苦手分野を克服します。
研修成果をうまく発揮できない研修生に対しては、習

熟度に応じた個別指導で国家試験合格を目指します。

前期課程は研修期間が実質１年です。
前期研修課程では、約半年間の研修を経て、卒業後

も約５ヶ月間、通信講座や特別講座、直前講座などを取
り入れています。
国家試験直前には、全研修生を対象とした特別講座

（ＥＬＳＴＡ東京で実施）を、成績不振者に対しては、試験
前日までの直前講座を実施しています。

（平成2１年合格実績：ＥＬＳＴＡ東京98.3％、ＥＬＳＴＡ九州98.0％）

さあ、救急救命士を目指そう！

http://www.fasd.or.jp/

現場に生かせる実技が学べる

救急振興財団ホームページ
をご覧ください。
当財団のパンフレットと研修活動映像を
公開しています。

POINT

POINT

POINT
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横浜型新救急システム横浜型新救急システム
～より多くの命を救うために～ 文――編集委員 高山 俊幸

消防救急発祥の地である横浜市安全管理局には、年間約16万件の救急要請がある。平成20年10月1日から
横浜市救急条例が施行され、同時に横浜型新救急システムが導入された。タッチペンで必要な情報を入力する
ことにより、救急隊・救命活動隊・消防隊からなる三種の部隊の配置を行う工夫が自動的に絞り込まれ、現場
到着時間短縮を目指す国内初の新システムである。

全国に先駆けて開始された横浜型新救急システムは、コール
トリアージと新しい指令システムがベースとなって現場到着への
効率化を図っている。
この消防司令センターで１１９番通報を受信する指令管制員
は、救急隊員や救急救命士の資格を持ち、コールトリアージの
専門教育を受けている。

ディスパッチレベル別の出場隊の編成は、
① レベル１ （Ａ＋）：救急隊（２名）＋救命活動隊＋消防隊（又は救急隊（３名）＋消防隊）
② レベル２ （Ａ、Ｂ、Ｃ＋、情報不足等によるトリアージ不可）：救急隊（２名）＋救命活動隊（又は救急隊（３名））
③ レベル３ （Ｃ）：救急隊（２名）又は救急隊（３名）

となっている（カッコ内が６種の識別結果）。

１１９番通報があった際、指令管制員は傷病者に
識別フォームに沿った質問を行い、タッチペンで画
面に情報を入力していく。入力情報から、緊急
度・重症度が計算され、最も直近かつ出場可能な
救急隊が表示される。
この識別フォームは、緊急度・重症度が高いほ
ど、判定結果が早く出る。さらに、車両動態管理
システムにより、直近の出場可能な隊に出場指令
が出るようになっている。

新システムが導入される以前から、消防司令センター
には２４時間常駐の医師がいる。
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　２名編成の救急隊については、平成19年に構造改革特区「よこはま救急特区」を申請し、救急車１台に隊員２名で対応することを特
例として認められている。この新しいシステム導入により、これまで軽症者にも運用されていた救急隊が、本当に必要な重症者からの
要請に直近の署から出場・対応可能となっている。

浅間町消防出張所に配備されている救命活動車と出張所のみなさん

松原正之警防部救急課長

　システム導入半年後の３月末に、最も緊急度・重症度が高いほど、最先着隊の現着時
間が早くなっている。Ａ＋出場時の場合、システム導入前（救急隊のみの出場）の平均現着
時間は６分であったが、５０秒短縮された。
　５年もの時間をかけて開発された横浜型新救急システムは、運用開始後にも何度かの修
正が加えられている。各種事案を横浜市メディカルコントロール協議会の救急専門医に検
証してもらった結果だ。検証結果は、指令管制員の教育・訓練にも反映されている。
　「横浜市安全管理局の消防司令センターの指令管制員は、通報を受けて周りに指示を仰
ぐのではなく、集めた情報から個々で判断を下し、指示を出す役割を担っています。一人
ひとりが司令塔として機能しています。」 と林久人警防部司令課長は言う。
　このような即時対応の体制でさらなる事案が重ねられ、より一層の救命率の向上が図ら
れていくことを期待したい。

　横浜型新救急システムを導入するにあ
たり、住民への周知にも時間をかけた。
横浜市救急条例制定のためのパブリック
コメント募集の際に、パンフレットを作成
した。救急件数の増加や救急車の不正利
用などについて現状を説明し、新救急シ
ステムについて、イラストも活用した分か
りやすい紹介を行って理解を求めた。
　さらに、導入の約半年前には「１１９番
ハンドブック～上手な救急車の呼び方～」
を全戸に配布した。このガイドブックで新
型救急システムとなることを改めて周知
し、通報時に知らせて欲しい情報につい
て、２名編成救急隊で対応する場合もあ
ること等を盛り込んだ。

林　久人警防部司令課長

救命活動車
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◆巻頭のことば

河
野

栄
消
防
庁
長
官

は
じ
め
に

救
急
業
務
は
、
国
民
の
生
命
・
身
体
を

事
故
や
災
害
、
疾
病
等
か
ら
守
り
、
安
心
・

安
全
な
社
会
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
現
場
及
び
搬
送
途
上
に
お
け
る
応
急

処
置
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消
防
庁
と
し

て
は
、
救
急
救
命
士
を
含
む
救
急
隊
員
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
救
急
業
務
の
高
度
化
や

医
学
的
な
観
点
か
ら
の
質
の
向
上
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
一
八
年
の
奈
良
県
や
平
成

二
〇
年
の
東
京
都
の
例
の
よ
う
に
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
妊
婦
を
受
け
入
れ
る
医
療
機

関
が
決
ま
ら
な
い
な
ど
傷
病
者
を
受
け
入

れ
る
医
療
機
関
が
速
や
か
に
決
定
し
な
い

事
案
が
全
国
的
に
発
生
し
、
救
急
隊
の
活

動
時
間
が
延
び
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
円

滑
な
救
急
搬
送
及
び
受
入
れ
の
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

消
防
庁
に
お
い
て
は
、
消
防
機
関
と
医

療
機
関
が
連
携
し
、
円
滑
な
救
急
搬
送
・

受
入
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
厚
生
労
働
省
と
共
同
で

消
防
法
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
法
の
改
正

平
成
二
一
年
通
常
国
会
で
成
立
（
一
〇

月
三
〇
日
施
行
）
し
た
改
正
消
防
法
の
主

な
内
容
は
、
都
道
府
県
に
消
防
機
関
、
医

療
機
関
等
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
を
設
置

し
、
都
道
府
県
が
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受

入
れ
に
関
す
る
実
施
基
準
を
策
定
し
公
表

す
る
も
の
で
す
。

都
道
府
県
が
策
定
す
る
実
施
基
準
は
、

①
傷
病
者
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
医
療

の
提
供
が
行
わ
れ
る
医
療
機
関
の
リ
ス

ト
、
②
消
防
機
関
が
①
の
リ
ス
ト
の
中
か

ら
搬
送
先
医
療
機
関
を
選
定
す
る
た
め
の

基
準
、
③
消
防
機
関
が
医
療
機
関
に
対
し

傷
病
者
の
状
況
を
伝
達
す
る
た
め
の
基

準
、
④
搬
送
先
医
療
機
関
が
速
や
か
に
決

定
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
受
入
医
療
機

関
を
確
保
す
る
た
め
に
、
消
防
機
関
と
医

療
機
関
と
の
間
で
合
意
を
形
成
す
る
た
め

の
基
準
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、救
急
救
命
士
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

改
正
消
防
法
が
施
行
さ
れ
、
実
施
基
準

が
策
定
さ
れ
る
と
、
実
施
基
準
に
基
づ
く

搬
送
及
び
受
入
れ
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
救
急
救
命
士
の
医
学
的
知
識
と
判
断

力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
傷
病
者
の
主
訴
、
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
等
を
迅
速
・
的
確
に
観
察
し
、

重
症
度
・
緊
急
度
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、

疑
わ
れ
る
疾
患
と
そ
の
病
態
を
理
解
し
、適

切
な
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
に
対
し

傷
病
者
の
状
況
を
伝
達
す
る
必
要
が
あ

り
、
実
施
基
準
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く

に
は
、救
急
救
命
士
を
中
心
と
し
た
救
急
隊

員
の
更
な
る
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

結
び

総
務
省
消
防
庁
と
し
て
は
、
厚
生
労
働

省
と
連
携
し
て
、
実
施
基
準
策
定
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
情
報
提
供

す
る
な
ど
、
都
道
府
県
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、消
防
と
医
療
の
連
携
を
推
進
し
、

救
急
業
務
の
高
度
化
を
図
る
た
め
に
は
、

救
急
振
興
財
団
を
は
じ
め
救
急
救
命
士
を

養
成
す
る
諸
機
関
の
役
割
が
重
要
と
な
り

ま
す
。今
後
と
も
、救
急
救
命
士
を
含
む
救

急
隊
員
の
教
育
に
、
よ
り
一
層
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
と
医
療
の
連
携
推
進

～
円
滑
な
救
急
搬
送
・
受
入
体
制
の
構
築
～
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ク
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■
パ
ー
ト
１

救 

急

松
山
市
消
防
局
で
は
平
成
二
一
年
四
月
一
日
、
島
嶼
部
の
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
車
を
搭
載
し
て
走
行
す

る
こ
と
の
で
き
る
消
防
救
急
艇
「
は
や
ぶ
さ
」
を
西
消
防
署
に
配
備
し
、
一
〇
月
一
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
り
、
地
域
住
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
機
動
力
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
局
で
は
近
年
の
救
急
出
動
件
数
の
増
加
と
今
後
、
救
急
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
山
間
部
の

救
急
事
案
へ
対
応
す
る
た
め
に
平
成
一
八
年
四
月
に
東
消
防
署
湯
山
救
急
出
張
所
を
、
平
成
二
〇
年
四
月
に
南
消
防
署
久

谷
救
急
出
張
所
を
そ
れ
ぞ
れ
開
所
し
、
救
急
体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

編
集
室
で
は
八
月
に
西
消
防
署
と
、
湯
山
救
急
出
張
所
、
久
谷
救
急
出
張
所
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
運
用
開
始
に
向
け

た
準
備
の
状
況
や
救
急
出
動
の
特
徴
な
ど
の
お
話
を
伺
っ
た
。

消
防
救
急
艇「
は
や
ぶ
さ
」で

  

救
急
需
要
へ
対
応

文
―
―
編
集
委
員

江
口

衛

■
松
山
市
の
消
防
体
制
■

松
山
市
は
愛
媛
県
の
中
央
部
、松
山
平
野
に
あ
り
、

東
は
西
日
本
の
最
高
峰
石
槌
山
を
擁
す
る
四
国
山
地

を
背
景
と
し
、
西
は
波
静
か
な
国
立
公
園
瀬
戸
内
海

を
望
む
。
平
成
一
二
年
四
月
に
は
中
核
市
へ
と
移
行

し
、
平
成
一
七
年
一
月
に
は
北
条
市
・
中
島
町
と
合

併
、
四
国
初
の
五
〇
万
都
市
と
な
っ
た
。

松
山
市
の
消
防
体
制
は
、
一
局
四
署
五
支
署
二
救

急
出
張
所
で
組
織
さ
れ
、
管
轄
面
積
は
四
二
九
㎢
、

職
員
数
四
五
七
人
で
運
用
さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
一

年
四
月
一
日
現
在
）。
平
成
二
〇
年
中
の
救
急
出
動

る
と
、
松
山
市
ま
で
の
搬
送
を
民
間
船
舶
や
島
所
有

の
患
者
搬
送
艇
な
ど
に
頼
っ
て
い
た
が
、
搬
送
中
の

応
急
処
置
や
容
態
管
理
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
難
し

く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
不
均
衡
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
島
嶼
部
の
住
民
の
救
急
需
要
へ
応

え
る
べ
く
、「
は
や
ぶ
さ
」
が
導
入
さ
れ
た
の
だ
。

「
は
や
ぶ
さ
」
導
入
に
伴
い
、
専
任
隊
と
し
て
平

成
二
一
年
四
月
、
隊
員
四
名
と
船
長
三
名
（
嘱
託
職

員
）
の
七
名
か
ら
成
る
消
防
救
急
艇
隊
を
西
消
防
署

に
新
た
に
編
成
し
、
運
用
開
始
に
向
け
た
操
船
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
運
用
開
始
時
に
は
、
救
急

救
命
士
を
含
む
隊
員
四
名
が
加
わ
り
、
常
時
消
防
救

件
数
は
一
万
九
、九
〇
八
件
で
あ
り
、
約
六
割
が
軽

症
患
者
の
利
用
と
の
こ
と
だ
。救
急
隊
数
は
一
三
隊
、

救
急
隊
員
数
九
九
人
で
運
用
し
、
そ
の
う
ち
現
場
で

活
動
し
て
い
る
救
急
救
命
士
は
四
五
人
（
救
急
救
命

士
資
格
取
得
者
は
五
一
人
）
で
あ
る
。

■
消
防
救
急
艇
「
は
や
ぶ
さ
」
導
入
■

松
山
市
消
防
局
で
は
、
平
成
一
七
年
の
市
町
村
合

併
に
よ
り
、
新
た
に
北
条
市
（
有
人
島
一
）、
中
島

町
（
有
人
島
六
）
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
九
つ
の
有

人
島
（
人
口
約
七
、〇
〇
〇
人
）
を
管
轄
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
当
時
、
島
嶼
部
で
救
急
事
案
が
発
生
す
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急
艇
隊
員
三
名
（
隔
日
勤
務
）
と
船
長
一
名
（
三
交

代
制
）
で
小
隊
を
編
成
し
、活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。

消
防
救
急
艇
隊
の
重
川
隊
長
は
、「
は
や
ぶ
さ
」

の
導
入
効
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
ま
で
は
搬
送
艇
で
患
者
さ
ん
を
市
内
に
運
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
〇
月
か
ら
は
当
然
、
救
急
救
命

士
が
島
に
行
き
ま
す
。
処
置
で
き
る
人
間
が
傷
病
者

の
方
に
接
触
す
る
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。こ
れ
は
救
命
と
い
う
側
面
で
、大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。」

「
は
や
ぶ
さ
」
の
役
割
は
救
急
需
要
へ
の
対
応
だ

け
で
は
な
い
。
島
嶼
部
に
は
常
備
消
防
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
消
防
団
が
中
心
と
な
っ
て
消

火
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、「
は
や
ぶ
さ
」
に
は
放

水
量
毎
分
三
、〇
〇
〇
ℓ
の
消
防
ポ
ン
プ
と
放
水
銃

二
機
を
装
備
し
、火
災
に
も
対
応
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
〇
月
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
目
下
訓
練
に
余

念
が
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
課
題
は
係
留
の
仕
方
だ
と

い
う
。「
港
に
着
け
る
に
あ
た
っ
て
、
波
や
風
が
あ

り
ま
す
が
、
素
早
く
船
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
操
船
は
熟
練
の
船
長
さ
ん
た
ち
な
の
で
心
配
あ

り
ま
せ
ん
が
、
乗
組
員
の
我
々
の
ほ
う
が
慣
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
重
点
を
置
い
て
訓
練
し
て
い
ま
す
。」

一
刻
を
争
う
現
場
で
は
、
連
携
が
重
要
と
な
る
。
隊

員
も
資
格
を
取
得
し
て
操
船
訓
練
を
行
っ
た
り
、
一

箇
所
だ
け
で
は
な
く
ど
こ
に
船
を
着
け
ら
れ
る
か
と

い
う
調
査
も
随
時
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

■「
は
や
ぶ
さ
」
の
装
備
■

「
は
や
ぶ
さ
」
の
装
備
の
特
徴
と
し
て
は
、
救
急

車
ご
と
搭
載
で
き
る

こ
と
、
荒
天
で
救
急

車
を
搭
載
で
き
な
い

場
合
を
想
定
し
、
船

内
に
は
高
規
格
救
急

車
と
同
等
の
救
急
資

器
材
を
配
備
し
た
救
急
室
を
設
け
て
お
り
、
ま
た
前

述
の
よ
う
に
放
水
量
毎
分
三
、〇
〇
〇
ℓ
の
消
防
ポ

ン
プ
と
放
水
銃
二
機
や
救
助
用
リ
フ
タ
ー
、小
型
救

助
艇
「
こ
は
や
」
を
装
備
し
、
あ
ら
ゆ
る
消
防
業
務

に
対
応
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
器
材
と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能

付
搬
送
車
が
あ
る
。「
こ
れ
は
ホ
ー
ス
カ
ー
を
改
造

し
た
も
の
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
モ
ー
タ
ー
を
動
か

す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引
っ
張
る
と
か
な
り
力

が
必
要
な
も
の
で
も
、
電
動
な
の
で
軽
く
引
っ
張
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。火
災
で
出
動
し
た
場
合
に
は
、
資

器
材
の
搬
送
に
も
使
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

■
救
急
出
張
所
の
設
置
■

松
山
市
で
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
救
急
出
動
事
案

の
増
加
、
ま
た
現
着
に
時
間
を
要
す
る
山
間
部
等
遠

隔
地
へ
の
救
急
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
一
八

年
四
月
、
東
部
山
間
地
域
に
東
消
防
署
湯
山
救
急
出

張
所
（
救
急
隊
員
九
名
）
を
、
平
成
二
〇
年
四
月
、

南
部
山
間
地
域
に
南
消
防
署
久
谷
救
急
出
張
所
（
救

急
隊
員
一
〇
名
）
を
開
所
し
た
。
両
出
張
所
の
設
置

に
よ
り
山
間
部
地
域
に
お
け
る
現
場
到
着
時
間
が
半

減
さ
れ
約
一
〇
分
以
内
と
な
り
、
救
急
処
置
開
始
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。

湯
山
救
急
出
張
所
の
平
成
二
〇
年
中
の
出
動
件
数

は
四
一
八
件
。高
齢
者
の
救
急
搬
送
が
多
い
と
い
う
。

特
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
走
行
に
関
し
て
で
あ

る
と
い
う
。
狭
隘
な
道
路
や
街
灯
の
少
な
い
所
も
あ

る
の
で
地
理
を
熟
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

市
街
地
と
は
違
う
緊
張
感
を
持
っ
て
運
転
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

久
谷
救
急
出
張
所
の
平
成
二
〇
年
中
の
出
動
件
数

は
三
五
〇
件
。
救
急
活
動
の
特
徴
と
し
て
は
、「
社

会
福
祉
施
設
が
三
三
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の

搬
送
が
多
い
で
す
。
一
か
月
か
け
て
実
態
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
重
症
に
該
当
す
る
傷
病
者
の
方
が

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
。「
出
動
件

数
が
多
く
は
な
い
の
で
、
い
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
持
っ
て
常
日
ご
ろ
か
ら
勤
務
で
き
る
か
が
一
番
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
の
な
い
よ
う
、

緊
張
感
を
保
ち
続
け
る
の
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。」

両
救
急
出
張
所
は
、
市
内
中
心
部
の
救
急
隊
と
比

べ
る
と
出
動
件
数
が
少
な
い
。
出
動
件
数
の
平
準
化

を
い
か
に
図
っ
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
そ
う
だ
。

消
防
救
急
艇
の
配

備
と
救
急
出
張
所
の

設
置
に
よ
り
、
松
山

市
の
救
命
率
が
向
上

す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
取
材
／
平
成
二
一
年

八
月
四
日
）

▲お話を伺った消防救急
艇隊重川隊長

▲�湯山救急出張所熊野所長（左）、久谷救急出張
所加賀城所長（右）
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情報
Topics

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
2

救 

急

千
葉
県
柏
市
の
柏
市
消
防
団
で
は
平
成
二
一
年
四
月
、
普
通
救
命
講
習
の
普
及
と
救
命
率
の
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
て
、消
防
団
員
か
ら
精
鋭
団
員
四
四
名
を
選
び
「
救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
」
を
発
足
さ
せ
た
。
救
命
サ
ポ
ー

ト
隊
の
隊
員
は
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し
、
消
防
職
員
と
一
緒
に
普
通
救
命
講
習
等
の
指
導
に
加
わ

る
と
と
も
に
隊
員
だ
け
で
も
独
自
に
講
習
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
消
防
団
は
地
域
に
密
着
し
た
組
織

で
あ
る
だ
け
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
救
命
講
習
受
講
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
三
年
間

で
九
〇
名
に
増
員
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

今
回
は
そ
の
救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
を
率
い
る
小
田
山
博
史
隊
長（
消
防
団
副
団
長
）と
、隊
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
消
防
局
の
永
島
忠
作
救
急
課
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

柏
市
消
防
団「
救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
」が
発
足

─ 
団
員
に
よ
る
救
命
講
習
で
救
命
率
の
さ
ら
な
る
向
上
へ 

─

文
―
―
編
集
委
員

高
山

俊
幸

■
柏
市
の
概
要
■

柏
市
は
、
千
葉
県
北
西
端
に
近
く
利
根
川
を
境
に

茨
城
県
に
接
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
葛
飾
地
域
の
ほ

ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
市
域
は
、
東
西
約
一
八

㎞
、
南
北
約
一
五
㎞
、
面
積
一
一
四
・
九
㎢
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
下
総
台
地
の
広
く
平
坦
な
土
地
で
あ

り
、
市
街
地
や
里
山
、
農
地
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
人
口
は
三
九
万
四
、八
一
八
人
（
平
成
二
一
年

四
月
一
日
現
在
）、
世
帯
数
は
一
五
万
六
、〇
一
五
世

帯
（
同
現
在
）
で
あ
る
。

消
防
体
制
は
、
一
局
四
署
六
分
署
で
組
織
さ
れ
、

救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
る
。
し
か
し
、
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
に
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
応
急
手

当
を
行
っ
た
割
合
は
平
成
二
〇
年
中
で
一
〇
五
名

（
三
六
・
九
％
）
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
少
な

い
。
応
急
手
当
が
で
き
る
市
民
を
二
〇
％
（
約
八
万

人
）に
増
や
す
目
標
を
設
け
た
市
消
防
局
は
、地
域
と

密
着
し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
協
力
を
仰
ぎ
、

応
急
手
当
普
及
員
の
養
成
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
の
発
足
以
降
の
動
き
に
つ
い

て
、
小
田
山
副
団
長
は
こ
う
語
る
。

「
新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
反
響
が
大
き

く
、
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。『
実
は
受
講

四
三
六
名
の
職
員
で
運
営
。
救
急
隊
は
一
〇
隊
、
救

急
隊
員
は
九
〇
名
、
救
急
救
命
士
資
格
取
得
職
員
は

六
一
名
で
あ
る
。

柏
市
消
防
団
は
条
例
に
よ
り
六
一
七
名
を
定
数
と

し
、
実
員
も
同
数
で
あ
る
。
五
方
面
四
二
分
団
が
市

を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
消
防
団
本
部
員
は
二
九
名
、

一
分
団
あ
た
り
一
四
名
と
な
っ
て
い
る
。

■
救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
の
導
入
経
緯
■

柏
市
消
防
局
は
平
成
一
七
年
か
ら
救
急
救
命
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
。
具
体
的
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
促
進
と
あ
わ
せ
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
定
期



11

し
た
い
』
と
い
う
話
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
商
店
街
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

導
入
し
た
い
の
で
使
用
方
法
や
応
急
手
当
を
教
え
て

ほ
し
い
と
い
う
電
話
も
あ
り
ま
し
た
よ
。」

講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
他
に
も
、柏
な
の
花

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
が
寄

贈
さ
れ
た
そ
う
で
、応
急
手
当
に
対
し
て
興
味
・
関
心

を
持
つ
市
民
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。

■
今
後
の
展
望
■

消
防
団
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
二
年
度
ま

で
の
三
年
で
、
応
急
手
当
普
及
員
を
各
分
団
二
名
ず

つ
養
成
。
最
終
的
に
は
団
全
体
で
九
〇
名
が
資
格
を

取
得
し
、
分
団
ご
と
に
普
通
救
命
講
習
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
定
だ
。

団
員
が
救
命
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

「
回
数
を
こ
な
さ
な
い
と
身
に
付
か
な
い
で
す
し
、

講
師
と
し
て
の
教
え
方
や
技
術
も
問
わ
れ
ま
す
か

ら
、
市
や
消
防
局
主
催
の
通
常
の
普
通
救
命
講
習
等

に
も
加
わ
る
な
ど
し
て
、
誰
も
が
年
に
最
低
二
、三

回
は
受
講
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。」
と
小

田
山
副
団
長
は
説
明
す
る
。

こ
の
救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
を
消
防
組
織
と
し
て
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
市
消
防
局
だ
。
永

島
救
急
課
長
は
こ
う
話
す
。

「
署
ご
と
に
消
防
団
も
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
専
門
的
に
担
当
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
待
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
一
〇
人
で
も
五
人
で
も
集
ま
っ
た
と
き

に
パ
ッ
と
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す

ね
。
町
会
と
密
着
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
合
の
と
き

な
ど
に
少
し
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
指
導
を

す
る
よ
う
な
形
が
理
想
か
な
と
。
一
つ
の
現
場
で
一

人
が
倒
れ
た
場
合
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
中
で
一
人

で
も
応
急
手
当
が
で
き
れ
ば
…
…
と
い
う
の
が
目
標

で
す
。
数
字
で
言
う
と
市
民
の
二
〇
％
の
八
万
人
。

こ
の
二
〇
％
の
目
標
に
一
日
も
早
く
近
づ
け
て
い
く

た
め
に
地
域
と
密
着
し
た
消
防
団
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

働
き
盛
り
で
あ
る
三
〇
代
・
四
〇
代
の
消
防
団
員

が
多
い
そ
う
で
、
活
動
は
平
日
の
夜
や
休
み
の
日
に

時
間
を
割
い
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
永
島

救
急
課
長
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
多
く
費
や

し
て
活
動
す
る
団
員
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
添
え
つ

つ
、「
柏
市
が
全
国
で
一
番
安
心
な
ま
ち
だ
。」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
話
す
。

小
田
山
副
団
長
は
、「
救
急
サ
ポ
ー
ト
隊
の
結
成

時
は
任
意
の
参
加
を
募
っ
た
の
で
隊
員
は
そ
れ
な
り

に
意
欲
と
責
任
感
を
持
っ
て
お
り
、
声
を
掛
け
れ
ば

集
ま
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
自
然
災
害
が
幸
い
に
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
本
当
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
分
、
市
民
か
ら
す

れ
ば
消
防
団
の
活
動
は
目
に
付
き
に
く
い
面
も
あ
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
通
常
の
消
防
団
活
動
に
加
え
て

救
急
サ
ポ
ー
ト
隊
の
活
動
と
い
う
の
は
、
市
民
に
消

防
や
救
命
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
非
常
に
良
い
宣
伝
に
な
っ
て
い
る
か
な
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
た
。

救
命
サ
ポ
ー
ト
隊
の
よ
う
な
活
動
は
全
国
で
も
め

ず
ら
し
く
、
千
葉
県
内
で
も
初
だ
と
い
う
。
こ
の
新
し

い
取
り
組
み
が
、救
命
講
習
の
受
講
者
と
応
急
手
当
の

奏
功
事
例
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

▲�インタビューに応じてくださった小田山博史隊長
（左）と永島忠作救急課長（右）
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救急救命九州研修所教授

郡山 一明

■
基
礎
医
学
講
座
Ⅰ

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の

 
基
礎
知
識
と
エ
ピ
ペ
ン

１

は
じ
め
に

こ
の
た
び
、
救
急
救
命
士
が
実
施
す
る
救
急
救
命

処
置
に
「
エ
ピ
ペ
ン
を
事
前
に
処
方
さ
れ
て
い
る
者

が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
陥
っ
た
場
合
に
、
エ
ピ

ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
処

置
そ
の
も
の
は
特
に
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
難

し
か
っ
た
と
し
て
も
、
技
術
的
な
こ
と
は
訓
練
で
い

く
ら
で
も
解
決
で
き
ま
す
。
私
た
ち「
医
療
従
事
者
」

が
鍛
え
る
べ
き
は「
観
察
能
力
」と「
思
考
能
力
」「
判

断
能
力
」
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
を
契
機
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
に
つ
い
て
再
度
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
は
、
日
常
の
救
急
活
動
で
は
そ
れ
ほ
ど
経
験

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
１
は
救
急
救
命
九

州
研
修
所
で
調
べ
た
年
間
搬
送
件
数
と
経
験
年
数
か

ら
分
析
し
た
救
急
救
命
士
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
経

験
分
布
で
す
。
調
査
対
象
は
隊
別
年
間
搬
送
件
数
が

平
均
九
九
五
件
、救
急
救
命
士
経
験
年
数
が
平
均
六
、

七
年
の
救
急
救
命
士
一
〇
〇
名
で
す
。
こ
の
集
団
で

は
全
体
の
二
三
％
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
患
者
搬
送

の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、
救
急
救
命

士
経
験
が
五
年
以
下
、
若
し
く
は
年
間
搬
送
件
数
が

五
〇
〇
件
未
満
の
隊
に
属
す
る
救
急
救
命
士
の
経
験

数
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
常
的
に
経
験
す

る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
十
分
な
事

前
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
何
か
？

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
、
免
疫
系
細
胞
か
ら
放

出
さ
れ
る
ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
「
全
身
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
」
の
こ

と
で
す
。
何
気
な
く
読
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
全
身
性
」
で
「
反
応
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
外
傷
や
火
傷
の
よ
う
に
、
一
部
の

細
胞
だ
け
が
生
体
外
部
か
ら
直
接
的
に
障
害
を
受
け

る
の
で
は
な
く
、
全
身
に
存
在
す
る
免
疫
系
細
胞
が

周
り
の
細
胞
に
ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
を
撒
き

散
ら
し
た
結
果
で
す
か
ら
、
生
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
全

身
に
及
ぶ
の
で
す
。

ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
を
出
す
引
き
金
に
な

る
の
が
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
る
物
質
で
す
。
ア

レ
ル
ゲ
ン
と
し
て
は
ハ
チ
毒
や
食
餌
に
含
ま
れ
る

ナ
ッ
ツ
、
そ
ば
粉
等
が
有
名
で
す
が
、
薬
剤
を
は
じ

め
ど
の
よ
う
な
物
質
も
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
な
り
え
る
と

考
え
る
の
が
現
実
的
で
す
。
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図１ アナフィラキシーショックの観察経験

図２ アナフィラキシーの病態
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３

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
病
態

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
病
態
は
、
①
血
管
拡
張
、

②
毛
細
血
管
透
過
性
亢
進
、
③
気
道
平
滑
筋
収
縮
の

三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
血
管
拡
張
は

動
静
脈
と
も
に
拡
張
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
毛
細
血
管

透
過
性
亢
進
に
よ
る
大
量
の
血
漿
損
失
と
あ
い
ま
っ

て
、
静
脈
環
流
量
は
激
減
し
著
し
い
血
圧
低
下
を
来

し
ま
す
。
ま
た
、
毛
細
血
管
透
過
性
亢
進
は
血
漿
を

間
質
に
移
動
さ
せ
浮
腫
を
形
成
し
ま
す
。
上
気
道
粘

膜
の
浮
腫
は
直
接
的
に
上
気
道
を
閉
塞
し
ま
す
。
気

道
平
滑
筋
収
縮
は
下
気
道
閉
塞
を
来
し
喘
息
様
発
作

を
生
じ
ま
す
。 

こ
れ
ら
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
結
果
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
症
状
が
重
篤
で
と
き
に
致
命
的

に
な
り
ま
す
。

４

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
診
断 

ア
レ
ル
ゲ
ン
と
の
接
触
が
疑
わ
れ
る
状
況
が
あ

り
、
①
血
管
拡
張
、
②
毛
細
血
管
透
過
性
亢
進
、
③

気
道
平
滑
筋
収
縮
の
三
つ
の
病
態
に
基
づ
く
症
状

が
、
二
つ
以
上
の
臓
器
に
現
れ
た
場
合
に
は
、
た
と

え
症
状
が
軽
症
で
あ
っ
て
も「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」

と
判
断
し
ま
す
。

「
全
身
性
の
反
応
」
だ
か
ら
こ
そ
、「
二
つ
以
上
の

臓
器
障
害
」
な
の
で
す
。

な
お
、
救
急
救
命
九
州
研
修
所
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
救
急
救
命
士
の
二
二
％
は
「
蕁
麻
疹
」
し
か
症

状
が
無
い
場
合
（
臓
器
障
害
は
一
つ
で
す
。）
で
も
、

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と
誤
判
断
し
て
い
ま
し
た
。

定
義
は
正
確
に
覚
え
ま
し
ょ
う
。

表
１
を
参
考
に
す
る
と
、
症
状
と
重
症
度
の
関
係

が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
表
に
書
か
れ
て
い
な
く
と
も
、

眼
周
囲
や
口
唇
が
腫
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
毛
細
血

管
透
過
性
の
亢
進
が
相
応
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
救
急
救
命
士
で
あ
る
皆
さ
ん
が
自

分
自
身
の
こ
と
を
「
医
療
従
事
者
で
あ
る
」
と
思
う

の
で
あ
れ
ば
、
単
に
こ
の
表
の
症
状
を
「
文
言
」
と

し
て
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
症
状
を
図
２
の
病
態
と

関
連
付
け
て
「
理
解
す
る
」
べ
き
で
す
。
病
態
が
理

解
で
き
て
い
れ
ば
、
症
状
を
観
察
し
た
際
に
「
こ
の

表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
表
と
表
現
が
違
っ

て
い
た
の
で
分
か
ら
な
か
っ
た
」
等
と
い
う
屁
理
屈

は
決
し
て
出
て
き
ま
せ
ん
。

５

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
発
現
ま
で
の 

時
間

ア
レ
ル
ゲ
ン
接
触
か
ら
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症

状
発
現
ま
で
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う

か
？

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
来
し
た
九
〇
例
（
ハ

チ
刺
傷
：
五
五
例
、
食
物
・
薬
物
：
三
五
例
）
の

調
査
で
は
、
全
体
の
五
三
・
三
％
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
接

触
か
ら
五
分
以
内
で
し
た
。
特
に
ハ
チ
刺
傷
で
は

七
〇
％
が
五
分
以
内
で
す
（
図
３
）。
こ
の
差
は
ア

レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
時
間
に
依
存
し
て

い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
極

め
て
短
時
間
に
症
状
が
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

６

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
初
期
治
療

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
対
す
る
初
期
治
療
に
は
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
が
使
わ
れ
ま
す
。
最
近
、
流
行
の
エ
ビ

デ
ン
ス
レ
ベ
ル
は
と
い
う
と
…
…
、
レ
ベ
ル
が
あ
り

ま
せ
ん
！

と
い
う
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
、
エ
ビ
デ
ン

ス
レ
ベ
ル
を
調
べ
る
研
究
が
な
い
ほ
ど
に
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
明
ら
か
だ
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
根
本
的

原
因
と
な
る
免
疫
系
細
胞
か
ら
の
ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
の
放
出
を
抑
え
ま
す
。
こ
の
結
果
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
三
つ
の
病
態
す
べ
て
が
抑
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
に
は
皮
膚
・
粘
膜
の

血
管
及
び
気
道
平
滑
筋
に
対
し
て
、
直
接
的
に
そ
れ

ぞ
れ
収
縮
作
用
と
弛
緩
作
用
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
よ
っ
て
拡
張
し
つ
つ
あ
る
皮

膚
・
粘
膜
血
管
と
収
縮
し
つ
つ
あ
る
気
道
平
滑
筋
に

対
し
て
も
抑
制
的
に
働
き
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
を
筋
肉
内
投
与
す
る
自
動
注
射
器
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ピ
ペ
ン
で
す
。
エ
ピ
ペ

ン
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
（
成
人
用
：
〇
・
三
㎎
、小
児
用
：

〇
・
一
五
㎎
）
を
自
動
的
に
筋
肉
内
投
与
で
き
る
注

射
器
で
す
。
実
際
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
対
し
て

使
用
さ
れ
た
一
五
四
例
で
は
、
七
四
・
七
％
は
ア
ナ
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表１ アナフィラキシー判定表
① アナフィラキシーを起こす抗原との接触が疑われる「状況」があり、

軽 症 中等症、重 症

心血管

呼吸器

障害臓器 自他覚所見

神経

皮膚

消化管

頻脈

鼻閉、くしゃみ、鼻汁
咽頭領域の掻痒感

絞扼感

不整脈
血圧低下

血圧低下
徐脈

嗄声、
犬吠様咳
嚥下困難

喘鳴
呼吸困難
気管支喘息

悪心、嘔吐 下痢

意識レベル低下不安、頭痛活動性変化

限局性の掻痒感、
発赤、蕁麻疹、
血管性浮腫

全身の掻痒感、
発赤、蕁麻疹、
血管性浮腫

口腔内違和感、
掻痒感  口唇浮腫

② 

二
つ
以
上
に
わ
た
る
臓
器
障
害
が
あ
る

図３ アレルゲン接触から症状発現までの時間

アナフィラキシー90例 海老澤（平成20年度厚生労働科学研究）を一部改変
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フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
か
ら
回
復
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症

状
す
べ
て
が
消
失
）、
二
五
・
三
％
は
そ
の
症
状
が
軽

快
し
ま
し
た
。
エ
ピ
ペ
ン
を
筋
肉
内
投
与
し
て
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
改
善
し
な
か
っ
た
例
は
一
例
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
身
性
の
重
篤
な
「
反
応
」
が
、
た
っ
た
一
種
類

の
少
量
の
薬
剤
を
用
い
る
こ
と
で
劇
的
に
「
生
命
の

危
機
回
避
」
を
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
事
前
に
医
師
か

ら
エ
ピ
ペ
ン
を
処
方
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
病
院
前

で
救
急
救
命
士
が
使
用
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
の

で
す
。

７

エ
ピ
ペ
ン
使
用
の
判
断

救
急
救
命
士
が
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
動
注
射
器
で
あ

る
「
エ
ピ
ペ
ン
」
の
使
用
を
行
う
の
は
、
要
救
護
者

が
エ
ピ
ペ
ン
の
処
方
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
須
条

件
で
す
か
ら
、
何
ら
か
の
方
法
で
確
認
を
取
る
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
か
ら
は
、
確
認
が
取
れ
た
後
に
適
応
を
ど
の

よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
を
示
し
ま
す
。
ま
ず
、
①
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
す
抗
原
と
の
接
触
が
疑
わ

れ
る
状
況
（
ハ
チ
刺
傷
や
食
事
）
を
確
認
し
ま
す
。

た
だ
し
、
状
況
確
認
に
い
た
ず
ら
に
時
間
を
か
け
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
要
救
護
者
は
状
況
が
悪
け
れ
ば
悪

い
ほ
ど
口
も
聞
け
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
確
認
の

猶
予
も
な
い
は
ず
で
す
。
私
が
講
義
中
に
「
他
覚
所

見
﹀
自
覚
症
状
﹀
状
況
」
と
何
度
も
強
調
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

②
表
１
に
示
し
た
自
他
覚
所
見
が
二
つ
以
上
の
臓

器
に
わ
た
っ
て
出
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
特

に
呼
吸
器
症
状
と
心
血
管
症
状
は
致
命
的
で
す
か

ら
、
重
点
的
に
観
察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
呼

吸
器
症
状
と
し
て
は
低
酸
素
症
状
で
あ
る
「
呼
吸
数

増
加
の
有
無
」、
上
気
道
閉
塞
を
疑
わ
せ
る
「
吸
気

延
長
の
有
無
」「
鼻
声
の
有
無
」「
嗄
声
の
有
無
」
を

確
認
し
ま
す
。
胸
部
聴
診
で
は
下
気
道
閉
塞
症
状
で

あ
る
「
呼
器
に
増
強
す
る
乾
性
ラ
音
の
有
無
」
に
注

意
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
喘
息
状
態
に
な
っ
て
い
れ

ば
呼
気
が
延
長
し
て
き
ま
す
。
心
血
管
系
で
は
脈
拍

の
「
強
さ
」
と
「
速
さ
」
に
注
意
し
て
「
心
拍
出
量

の
評
価
」
を
行
い
ま
す
。 

観
察
が
終
わ
っ
た
段
階
で
「
軽
症
」
と
判
断
さ
れ

た
場
合
で
も
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
は
急
速
に
症
状
が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。特
に
医
師
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
数
分
の「
あ
っ

と
い
う
間
に
」
気
道
閉
塞
が
進
む
こ
と
ほ
ど
怖
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
、
エ
ピ
ペ
ン
使
用
は
「
包

括
的
指
示
の
も
と
に
許
可
」
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
た

と
え
医
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
指
示
を
受
け
て
い
る
場
合

で
も
、
エ
ピ
ペ
ン
は
い
つ
で
も
打
て
る
よ
う
に
手
に

持
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

８

エ
ピ
ペ
ン
使
用
と
そ
の
後
の
観
察

エ
ピ
ペ
ン
は
筋
肉
注
射
で
す
か
ら
、
皮
膚
に
直
角

に
針
を
刺
し
ま
す
。
刺
す
部
位
と
し
て
は
筋
肉
量
が

多
く
て
、
近
く
に
神
経
や
血
管
が
少
な
い
と
こ
ろ
で

す
。具
体
的
に
は
大
腿
前
面
が
一
番
良
い
場
所
で
す
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
注
入
の
た
め
に
、
刺
し
て
か
ら
五
秒

間
は
そ
の
ま
ま
保
持
し
ま
す
。

エ
ピ
ペ
ン
を
使
用
し
た
ら
、
直
ち
に
医
師
に
報
告

を
す
る
と
と
も
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
の
変
化

を
監
視
し
ま
す
。
エ
ピ
ペ
ン
使
用
を
決
め
る
際
に
用

い
た
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
判
定
表
（
表
１
）
を
、
そ

の
ま
ま
用
い
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
そ
の
も
の
の
薬
効
に
よ
る

変
化
も
監
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
正
常
な
人
で

あ
れ
ば
わ
ず
か
な
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
で
も
心
拍
数
が
増

加
し
、
心
室
性
不
整
脈
が
出
現
す
る
頻
度
が
高
ま
り

ま
す
。
い
つ
で
も
、
心
電
図
パ
ッ
ド
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
パ
ッ

ド
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
血
圧
と
意
識
レ
ベ
ル
に
も
注

意
し
ま
す
。 

９

最
後
に

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
下
で
行
う
日
常
的
な
救
急
救

命
士
の
再
教
育
項
目
の
一
つ
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。エ
ピ
ペ
ン
使
用
許
可
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
う
救
急
救
命
士
再
教
育
の

教
材
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
示
し
た
内
容

を
冊
子
状
に
し
た
も
の
を
、
許
可
が
得
ら
れ
た
段
階

で
救
急
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ⅱ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

動
向
と
今
後
の
課
題

二
〇
〇
九
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１

Ｎ
１
）
の
流
行
は
、
南
半
球
で
の
大
き
な
流
行
を
経
て
、
今
北
半
球

に
そ
の
舞
台
を
移
そ
う
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
九
年
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
動
向
や
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
。

流
行
の
開
始
か
ら
大
流
行
に
至
る
ま
で

二
〇
〇
九
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
メ
キ
シ
コ
の
片
田
舎
で

流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
ヒ
ト
で
の
流
行
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
ヒ
ト

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
み
な
さ
れ
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
四
月
中
旬
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
発
生
し
た
季
節
は
ず
れ
の
二
名
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

が
、
ブ
タ
と
の
接
触
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
感
染
源
と
し
て
ヒ
ト
が
疑
わ
れ
、
ヒ
ト
→
ヒ
ト
感
染
す
る
ブ
タ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
台
頭
、
す
な
わ
ち
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
患
者
が
続
々
と
発
見
さ
れ
、
四
月
二
七
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
警
戒
フ
ェ
ー
ズ
を
３
か
ら
４
に
上
げ

る
（
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
登
場
し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
を
起
こ
し

始
め
て
い
る
）
決
定
を
し
た
。
二
日
後
の
二
九
日
に
は
感
染
者
が
北

米
大
陸
に
と
ど
ま
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
発

見
さ
れ
、
世
界
中
に
感
染
拡
大
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
警
戒
フ
ェ
ー
ズ
を
直
ち
に
５
に
引
き
上
げ

た
。
そ
の
後
、
日
本
を
初
め
と
す
る
世
界
中
の
国
へ
感
染
拡
大
が
波

及
し
、
六
月
一
二
日
に
は
フ
ェ
ー
ズ
６
が
宣
言
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
で
あ
る

Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
型
ブ
タ
由
来
の
ウ
イ
ル
ス

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
三
種
類
の
ブ
タ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
混
ざ
り
合
っ
て
出
来
上
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
最
も
多
く
の
成
分
が
由
来
す
る
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
一
九
九
八
年
に
発
見
さ
れ
た
ブ
タ
・
鳥
・
ヒ
ト
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
混
合
し
た
「
三
種
混
合
ウ
イ
ル
ス
」

で
あ
る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
鳥
や
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
遺
伝
子
を
一
部
含
ん
で
お
り
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

初
め
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
一
一
名
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
を
起
こ

し
た
⑴
。
つ
ま
り
、
ブ
タ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
感
染
自
体
は
こ

れ
ま
で
に
時
々
起
こ
っ
て
い
た
。
た
だ
、
一
一
名
の
患
者
は
一
名
を

除
き
、
ブ
タ
と
の
直
接
的
接
触
あ
る
い
は
飼
育
場
所
と
の
関
連
が

あ
っ
た
。
今
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス

が
、ブ
タ
の
間
で
流
行
し
て
い
た
か
、あ
る
い
は
ブ
タ
か
ら
人
に
時
々

感
染
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
明
確
で
な
い
。

現
在
の
流
行
状
況
：
世
界

四
月
下
旬
に
危
機
が
認
識
さ
れ
て
か
ら
、
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
な
り
の
速
さ
で

全
世
界
に
ま
ん
延
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
二
三
日
現
在
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
対
し
て
一
七
〇
か
国
以
上
か
ら
二
〇
万
例
を
超
え
る
症
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
⑵
（
図
１
）。
た
だ
し
、
多
く
の
国
に
お
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
人
に
対
す
る
確
定
検
査
を
ほ
と

ん
ど
行
っ
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
は
四
万
例
余
り
の
症
例
を

報
告
し
て
い
る
が
、
診
断
さ
れ
て
い
な
い
症
例
が
二
〇
〇
万
例
以
上

は
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
を
し
て
い
る
。
世
界
中
の
感
染
者
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
集
計
よ
り
少
な
く
と
も
一
桁
は
多
め
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
。当

初
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
始
ま
っ
た
流
行
は
、

北
半
球
の
国
々
に
波
及
し
て
い
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
六
月
以
降
、

冬
を
迎
え
た
南
半
球
か
ら
の
患
者
報
告
が
急
速
に
増
え
て
き
た
。

そ
の
一
方
で
北
半
球
か
ら
の
報
告
も
依
然
と
し
て
増
加
し
続
け
て
い

る
。
図
２
に
示
す
と
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
七
月
末
に
流
行

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
在
は
流
行
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
⑶
。
今
後
北
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半
球
で
は
か
な
り
の
程
度
の
流
行
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
発
行
時
点
で
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
予
測

す
る
。

現
在
の
流
行
状
況
：
日
本

五
月
中
旬
に
国
内
で
集
団
発
生
の
形
で
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
月
末
に
は
い
っ

た
ん
終
息
傾
向
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
六
月

に
入
る
と
再
び
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

七
月
に
入
り
患
者
報
告
数
は
一
日
数
十
名

と
な
り
、
七
月
二
四
日
、
感
染
確
定
例
五
、

〇
二
三
例
を
把
握
し
た
段
階
で
こ
れ
以
上
の

把
握
は
困
難
と
し
て
集
計
及
び
発
表
の
中
止

に
至
っ
た
⑷
。
図
３
に
、
国
立
感
染
症
研
究

所
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
感
染
確
定
例
の
発

症
日
別
報
告
数
を
示
す
。

な
お
、
図
３
で
は
七
月
中
旬
か
ら
患
者
発

生
数
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
れ
は
こ
の
期
間
の
報
告
が
遅
れ
て
い
た
た

め
で
あ
り
、
実
際
に
は
患
者
発
生
数
は
上
昇

を
続
け
て
い
た
。

個
々
の
患
者
数
の
把
握
が
困
難
に
な
っ
た

後
は
、
集
団
発
生
数
の
把
握
と
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
行
わ
れ
て
い
る
定
点
観
測

に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
の
患
者
数

把
握
に
移
行
し
た
。
定
点
か
ら
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
全
数
把
握
を
中
止
し
た
後
も
患
者

数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
八
月
三
～
九
日
の

一
週
間
（
第
三
二
週
）
に
全
国
で
約
六
万
人
、

一
〇
～
一
六
日
の
週
に
約
一
一
万
人
、
一
七

～
二
三
日
の
週
に
約
一
五
万
人
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
患
者
が
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
こ
こ
ま
で
の
推
定
累
積
患
者
数
は
約
三
五
万
人
で
あ
る
。

都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
当
初
は
大
阪
府
や
兵
庫
県
が
多
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
は
全
国
に
拡
大
し
、
八
月
以
降
は
特
に
沖
縄
県
で

局
地
的
な
流
行
が
見
ら
れ
て
い
る
。
定
点
観
測
に
よ
る
患
者
数
の
数

値
か
ら
は
、
沖
縄
の
み
人
口
あ
た
り
全
国
の
二
〇
倍
程
度
の
患
者
が

発
生
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
冬
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
ピ
ー
ク
時
に
匹
敵
す
る
流
行
と
な
っ
て
お
り
、
夏
に
も
か

か
わ
ら
ず
各
医
療
施
設
に
は
多
数
の
患
者
が
受
診
し
て
い
る
。

感
染
者
の
致
死
率
や
重
症
度
と
そ
の
リ
ス
ク
因
子

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
報
告
さ
れ
、
現
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
る
感
染
者
数
約

二
〇
万
例
の
う
ち
二
、一
八
五
例
が
死
亡
し
て
お
り
、
致
死
率
は
約

一
・
〇
％
で
あ
る
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
率
は
〇
・
〇
五

～
〇
・
一
％
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
か

な
り
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
報
告
さ
れ
て
い
る

患
者
は
氷
山
の
一
角
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
の
確
定
診
断
は
現
在
の
と
こ
ろ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
又
は
ウ
イ
ル
ス
分
離
に

よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
医
療
機
関
レ
ベ
ル
で
は
ほ
ぼ
不
可
能
、

ま
た
国
に
よ
っ
て
は
自
国
で
行
う
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
。
可
能
で

あ
る
国
で
あ
っ
て
も
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
場
合
に
は
、
検
査
確
定

に
よ
る
感
染
者
数
の
正
確
な
把
握
は
そ
の
手
間
や
コ
ス
ト
の
割
に
は

有
用
な
情
報
に
な
ら
な
い
。
日
本
も
五
月
中
旬
に
は
流
行
地
域
で
疑

わ
し
い
症
例
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
方
針
と

し
、
六
月
中
旬
に
は
そ
れ
を
全
国
に
適
用
し
、
七
月
二
四
日
に
は
全

数
報
告
も
中
止
さ
れ
た
。
四
万
余
の
症
例
を
報
告
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
患
者
数
に
つ
い
て
「
二
〇
〇
万
人
以
上
」
と
推
測

し
て
お
り
、日
本
も
確
定
患
者
累
計
数
は
国
に
よ
る
最
終
発
表
の
五
、

〇
二
四
名
を
少
し
超
え
る
程
度
で
あ
ろ
う
が
、
推
定
約
三
五
万
人
の

患
者
発
生
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
報
告
さ
れ
て
い
る
感
染
者
の
十
倍
か

ら
数
十
倍
の
患
者
が
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
死
亡
者
に
つ
い
て
は
、
通
常
そ
の
死
因
が
検
索
さ
れ
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
重
症
例
は
か
な
り
の
確
率
で
把

握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
致
死
率
は
〇
・
一
％

以
下
、
お
そ
ら
く
〇
・
〇
二
％
程
度
と
考
え
ら
れ
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
程
度
な
い
し
は
そ
れ
よ
り
低
い
と
言
え
る
。

図1 WHOによる世界の流行状況

（2009年8月23日現在）Ⓒ�WHO�2009,�All�Rights�Reserved.�Disclaimer.
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図2 オーストラリアの流行状況

図3 日本国内症例：発症日別報告数

（オーストラリア政府ウェブサイト��2009年9月）

（国立感染症研究所��感染症情報センターウェブサイトより）

発症日別報告数（7月22日現在）
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た
だ
し
、こ
れ
ら
の
数
字
は
あ
く
ま
で
現
時
点
で
の
も
の
で
あ
り
、

今
後
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
瀕
死
の
重
症
例
が
い
て
も
死
亡
し

な
い
限
り
致
死
率
に
は
反
映
さ
れ
な
い
の
が
そ
の
一
つ
の
理
由
で
あ

る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
九
月
一
日
現
在
、
一
五
四
名
の

死
亡
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
入
院
中
の
患
者
が
三
九
一
名
、
そ

の
う
ち
七
一
人
が
集
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
に
在
室
し
て
い

る
⑸
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た
症
例
が
不
幸
な
転
帰
を
と
る
と
、
致
死

率
が
大
き
く
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

感
染
者
の
特
徴
：
年
齢
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
因
子

ど
の
国
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）の
感
染
者
の
多
く
が
若
年
層
、特
に
一
〇
歳
代
の
学
生
・

生
徒
に
集
中
し
て
い
る
。
感
染
者
が
高
齢
者
と
小
児
に
多
い
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
若
年
者
が
集
ま
る
活

動
（
学
校
な
ど
）
で
の
伝
播
が
中
心
で
あ
り
、
地
域
や
高
齢
者
施
設

で
の
伝
播
は
相
対
的
に
少
な
い
の
が
一
つ
の
理
由
で
あ
る
が
、
若
年

者
の
方
が
高
齢
者
よ
り
感
染
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
医
療
施
設
で
の
集
団
発
生
の
報
告
は
若
干
あ
る
が
、
市
中

感
染
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
医
療
従
事
者
の
感

染
例
を
報
告
し
て
い
る
⑹
が
、
半
数
が
市
中
で
の
感
染
、
残
り
半
数

も
、サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
や
Ｎ
95
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
装
着
が
不
確
実
で
あ
っ
た
な
ど
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
が
適
切

な
感
染
対
策
を
と
っ
て
お
れ
ば
医
療
に
お
け
る
感
染
伝
播
は
起
こ
り

に
く
い
と
言
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
る
。

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
感
染
経
路
は

主
と
し
て
飛
沫
感
染
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
サ
ー
ジ
カ

ル
マ
ス
ク
と
手
指
衛
生
に
よ
っ
て
患
者
診
察
や
ケ
ア
、
搬
送
中
の
感

染
は
防
止
可
能
で
あ
る
。

一
〇
歳
代
に
多
い
こ
と
か
ら
、
患
者
の
多
く
が
軽
症
で
終
わ
り
、

数
日
後
に
は
治
癒
し
て
い
る
。
し
か
し
、
入
院
症
例
や
重
症
例
・
死

亡
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
重
症
化
・
死
亡

の
リ
ス
ク
因
子
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
も
の
、
妊
婦
、
小
児
な
ど
が
重
症
化
の

ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
⑺
、
⑻
。
そ
の
他
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
は
病
的
肥
満
が
重
症
化
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
の
報
告
も
あ

る
⑼
。

感
染
者
の
臨
床
症
状
の
特
徴

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
見
ら
れ
る
発
熱
や
咳
な
ど
に
加
え

て
、
ア
メ
リ
カ
の
症
例
で
は
下
痢
や
嘔
吐
を
き
た
す
症
例
が
若
干
あ

る
⑽
が
、
日
本
の
症
例
で
は
下
痢
や
嘔
吐
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

⑾
。季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
小
児
に
多
く
見
ら
れ
る
神
経
系
合

併
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
も

こ
の
中
に
含
ま
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ

１
Ｎ
１
）
の
合
併
症
と
し
て
非
常
に
ま
れ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
か
ら
四
例
の
神
経
系
合
併
症
小
児
患
者
の
詳
細
が
報

告
さ
れ
た
⑿
が
、
い
ず
れ
の
症
例
も
脳
脊
髄
液
か
ら
ウ
イ
ル
ス
は
分

離
さ
れ
な
か
っ
た
。季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症
と
同
様
に
、

け
い
れ
ん
や
精
神
状
態
の
変
化
が
あ
る
場
合
に
は
神
経
系
合
併
症
を

考
慮
に
入
れ
て
早
期
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
る
治
療
を
開
始
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
神
経
系
合
併
症
の
症

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
数
は
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
、
今
後

の
推
移
を
注
意
深
く
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
と
そ
の
耐
性
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
ウ
イ
ル
ス
の
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
へ
の
耐
性
や
そ
れ
に
関
連
す
る
遺
伝
的
解
析
は
、
世
界
中
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ル
）
耐

性
株
は
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
タ
ミ
フ
ル
耐
性
は
、
タ
ミ

フ
ル
使
用
と
無
関
係
に
出
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
耐
性
株
の

出
現
を
懸
念
し
て
タ
ミ
フ
ル
の
使
用
を
差
し
控
え
る
必
要
は
な
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
タ
ミ
フ
ル
は
有
効
な
治
療
薬
で
あ

り
、
海
外
の
死
亡
例
に
は
タ
ミ
フ
ル
の
投
与
が
遅
れ
た
た
め
に
重
症

化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
な
使
用
が
推

奨
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
耐
性
株
に
関
す
る
注
意
深
い
観
察
が
必
要

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
世
界
中
で
ウ
イ
ル
ス
の
監
視
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
病
原
性
が
高
ま
り
、
重
症
度
や

致
死
率
が
上
昇
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
か
、
高
病
原
性
ト
リ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
）
型
と
の
交
雑
（
遺
伝
子
再
集
合
）
や
、

亜
型
の
変
異
に
よ
る
新
た
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
株
の

登
場
な
ど
、
様
々
な
懸
念
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
れ
一

つ
と
し
て
予
測
不
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
兆
候
が
見
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
状
況

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
対
す
る
抗
体

や
免
疫
を
誘
導
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

や
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
各
国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
半

球
で
は
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
合
わ
ず
、
本
格
的
な
流
行
を
経
験
し
た
。

北
半
球
は
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
合
う
か
ど
う
か
微
妙
な
情
勢
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
生
産
に
も
あ
と
少
々
時
間
を
要
し
、
さ
ら
に
臨
床
試
験

に
よ
る
安
全
性
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
臨
床
試

験
に
関
し
て
は
、
国
に
よ
っ
て
手
法
が
様
々
で
あ
り
、
安
全
性
と
迅

速
性
、
そ
れ
に
今
後
の
流
行
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
各
国
に
お
い

て
ぎ
り
ぎ
り
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

執
筆
時
点
（
九
月
二
日
）
で
日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
製
造
が
着
々
と

実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
一
、三
〇
〇
万
～
一
、

七
〇
〇
万
本
が
供
給
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
接
種
希
望
者
は
こ
の

数
を
上
回
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
こ
の
量
が
一
度
に
供
給
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
国
に
よ
る
管
理
と
接
種
の
優
先
順
位

付
け
及
び
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
検
討
を
現
在
行
っ
て
い
る
。
優
先
順
位

の
決
定
に
対
す
る
議
論
は
こ
れ
ま
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
が
、

八
月
中
旬
か
ら
こ
の
議
論
が
活
発
化
し
て
き
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
人
、
す
な
わ
ち
基

礎
疾
患
を
も
っ
た
人
や
妊
婦
、
未
就
学
児
な
ど
を
優
先
す
る
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
国
の
優
先
順
位
は
一
致
し
て
お
ら

ず
、
科
学
的
な
議
論
に
基
づ
い
た
正
解
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
日
本
の
優
先
順
位
決
定
に
は
広
く
意
見
収
集
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
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今
後
の
流
行
拡
大

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
活
動
性
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い

夏
期
に
お
い
て
、
患
者
発
生
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。
過
去
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
で
は
人
口
の
二
五
％
～
三
〇
％
が
最
初
の

流
行
期
間
に
罹
患
し
て
い
る
。
既
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
今
回
の
流
行
に
よ
る
最
終
的
な
感
染
者
数
を
人

口
の
二
〇
％
と
予
測
し
て
い
る
⑶
。
仮
に
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
か
ら

二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
に
、
日
本
の
人
口
の
二
〇
％
が
罹
患
す
る
と

仮
定
す
る
と
、
二
、四
〇
〇
万
人
が
一
八
〇
日
間
に
罹
患
す
る
こ
と

に
な
り
、
単
純
計
算
で
一
日
一
三
万
人
の
罹
患
と
な
る
。
ピ
ー
ク
時

の
新
規
罹
患
患
者
数
は
こ
の
数
倍
に
も
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
の
こ
こ
ま
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
、

今
後
の
展
望

四
月
中
旬
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
始
ま
っ
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
対
し
、
四
月
二
八
日
の
厚
労
大

臣
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
宣
言
後
直
ち
に
水
際
対
策
と

し
て
の
検
疫
強
化
を
行
っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
そ
の
数
日
後
に
は

既
に
日
本
国
内
で
患
者
が
発
生
し
て
い
る
。
国
内
で
診
断
が
確
定
し

た
患
者
の
う
ち
発
症
日
が
最
も
早
い
も
の
は
五
月
五
日
で
あ
る
が
、

こ
の
症
例
に
は
海
外
渡
航
歴
が
な
い
。
成
田
空
港
の
検
疫
に
よ
っ
て

初
め
て
の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
五
月
九
日
に
は
、
既
に
国
内
で
感
染

が
広
が
り
始
め
て
い
た
が
、
検
疫
重
視
に
よ
っ
て
国
内
の
監
視
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
、
関
西
地
方
の
高
校
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様

疾
患
の
集
団
発
生
と
い
う
形
で
国
内
発
生
が
検
知
さ
れ
る
と
い
う
事

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
五
月
一
六
日
の
患
者
発
生
検
知
か
ら
わ
ず

か
三
六
時
間
で
一
〇
〇
名
を
超
え
る
患
者
が
同
定
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
は
様
々
な
公
衆
衛
生
的
介
入
が
実
施
さ
れ
た
。
学
校

閉
鎖
、
接
触
者
調
査
と
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
投
与
や
健
康
調
査
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
あ
る
一
定
の
効
果
を
示
し
た
反
面
、
経
済
へ
の
打
撃

や
保
健
福
祉
行
政
担
当
者
等
の
多
大
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
浪
費
な
ど
の

問
題
も
残
し
た
。

五
月
二
二
日
に
は
行
動
計
画
を
残
し
た
ま
ま
、
そ
の
運
用
指
針
を

策
定
し
変
更
す
る
と
い
う
形
で
、
ま
だ
流
行
が
進
ん
で
い
な
い
地
域

で
の
対
応
を
厳
格
な
ま
ま
残
し
、「
一
国
二
制
度
」
で
の
対
応
と
な
っ

た
。
流
行
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
境
界
に
住
む
住
民
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
が
出
た
際
に
ど
ち
ら
の
地
域
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
か
に
よ
っ
て
極
端
に
対
応
が
異
な
る
（
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
等
の
扱
い
で
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
投
与
さ
れ
帰
宅 

vs. 

Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
さ
れ
新
型
確
定
す
れ
ば
最
低
一
週
間
の
入
院
措
置
）
と

い
う
、
医
学
的
に
矛
盾
し
た
対
応
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
流
行
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
六
月
一
九
日
に
厚
労
省
は
再
度

の
方
針
変
更
を
行
い
、
よ
う
や
く
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ほ
ぼ

同
様
の
対
応
、
す
な
わ
ち
特
定
の
医
療
機
関
に
集
中
さ
せ
な
い
、
原

則
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
る
診
断
は
行
わ
な
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
様
疾
患
の
重
症
例
に
関
し
て
注
意
深
く
監
視
し
て
い
く
、
と
い
っ

た
方
針
を
打
ち
出
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
効
率
的
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
よ
る
流
行
状
況
や
重
症

化
な
ど
の
把
握
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
、
学
校
閉
鎖
な
ど
公
衆
衛

生
介
入
の
適
切
な
実
施
、
一
時
的
か
つ
急
速
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
う

医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
が
国
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
大
流
行
の
際
に
は
、
ま
ず
外

来
患
者
が
急
増
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
八
月
一
九
日
に
行
わ
れ

た
消
防
機
関
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議
で
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
例
あ
る
い
は
疑
わ
し
い
患
者
に
対
す
る
救

急
搬
送
を
ま
だ
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
外
来
患
者
は
自
力
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
お
り
、
救

急
搬
送
体
制
に
と
っ
て
ひ
と
ま
ず
安
心
で
き
る
材
料
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
行
く
と
、
一
般
市
民
が
多
数
救
急
要
請
を
し
て
、
救
急
車
が
常

に
出
払
っ
た
状
態
に
な
る
、
と
い
っ
た
状
況
は
お
そ
ら
く
回
避
で
き

る
と
考
え
る
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
、
ど
の
程
度
重
症
者
が
出
る
か
、
重
症
者
の
搬

送
（
例
：
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
患
者
が
受
診
し
、
入
院
適
応
が
あ
る
が
入

院
先
ま
で
の
搬
送
を
依
頼
さ
れ
る
、
中
小
病
院
に
入
院
中
の
患
者
が

重
症
化
し
て
き
た
際
に
、
高
度
救
命
救
急
医
療
機
関
へ
の
転
送
を
依

頼
さ
れ
る
な
ど
）
を
消
防
救
急
が
ど
こ
ま
で
担
当
す
る
の
か
（
本
来
、

こ
れ
は
保
健
所
の
業
務
な
の
か
も
し
れ
な
い
）
な
ど
、
課
題
は
残
っ

て
い
る
。
保
健
所
や
病
院
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
全
体
で
流
行
を
乗

り
切
る
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

救
急
隊
員
個
人
個
人
が
ど
う
い
う
点
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
か

は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
市
中
で
流
行
が
拡
大
す
る
と
、
職
業
上
で

の
感
染
は
な
く
と
も
、
一
市
民
と
し
て
ど
こ
で
で
も
感
染
の
機
会
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
完
全
に
防
止
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。
ま
ず
は
栄
養
・
休
息
・
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
体
力
を
維
持
し
、

万
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た
か
も
し
れ
な
い
、と
感
じ
た
ら
、

職
場
に
出
勤
せ
ず
上
司
等
の
指
示
を
仰
ぎ
、
決
し
て
職
場
や
町
中
で

感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
。
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九
州
研
修
所
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

当
研
修
所
で
は
、
現
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
『
即
戦

力
救
命
士
』
の
育
成
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
お

り
、「
観
察
能
力
の
向
上
、病
態
の
把
握
、適
切
な
処
置
、

ス
ピ
ー
ド
化
」
と

い
う
四
つ
の
柱
を

目
標
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
実
習

を
行
っ
て
い
ま

す
。具

体
的
な
教
育

目
標
と
し
て
は
、

⑴�

重
症
傷
病
者

の
観
察
能
力
と

病
院
選
定
判
断

能
力
の
養
成

⑵�
傷
病
者
に
対
す
る
救
命
処
置
能
力
の
養
成

⑶

緊
急
度
と
重
症
度
の
判
断
能
力
の
養
成

⑷�

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
く
特
定
行
為
の
処
置
能

力
の
養
成

⑸�

救
急
救
命
士
と
救
急
隊
員
相
互
間
の
連
携
能
力

の
養
成

⑹

患
者
、
家
族
へ
の
状
況
説
明
能
力
の
養
成

⑺�

医
師
と
の
連
絡
、
傷
病
者
引
継
ぎ
要
領
の
習
得

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
度
・
重
症
度
の
高
い
傷
病
者
の
病
態
に
対
し

適
切
な
判
断
を
行
い
、
更
に
は
そ
の
傷
病
者
に
応
じ

た
適
切
な
救
命
処
置
行
為
を
行
う
に
は
救
急
現
場
で

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
度
な
知
識
に
基
づ
い
た

観
察
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
当
研
修
所
で
は
平
成
一
七
年
度
か
ら
観

◆
◆
◆

研
修
所
だ
よ
り
◆
◆
◆

救
急
救
命
九
州
研
修
所
研
修
部
研
修
課
主
査  

村
上

建
史

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
に
お
け
る
オ
ス
キ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み   

察
能
力
向
上
を
目
指
し
た
教
育
手
法
と
し
て
、
救
急

救
命
士
新
規
養
成
課
程
と
薬
剤
投
与
追
加
講
習
に
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
取
り
入
れ
、
傷
病
者
の
生
理
機
能
の
把
握

や
バ
イ
タ
ル
測
定
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
、
通
称
：

オ
ス
キ
ー
）
と
は
…
…

身
体
観
察
な
ど
の
基
本
的
臨
床
能
力
に
つ
い
て
の

教
育
や
学
習
に
対
し
て
掲
げ
た
目
標
が
、
ど
の
程
度

達
成
さ
れ
た
か
を
評
価
す
る
方
法
で
、
医
学
生
の
ほ

か
、
多
く
の
医
療
教
育
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
導
入
の
趣
旨

本
来
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
教
育
及
び
学
習
に
つ
い
て
ど

の
程
度
、
目
標
を
達
成
で
き
た
か
を
評
価
す
る
も
の

で
す
が
、
当
研
修
所
で
は
評
価
の
み
で
な
く
、
観
察
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手
技
や
能
力
に
つ
い
て
不
十
分
な
部
分
が
あ
れ
ば
、

そ
の
場
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
に
よ
り
、
評
価
と
い
う
よ
り
も
不
足
し
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
指
導
、
修
正
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
ス
イ
ン
グ
を
例
に
挙
げ
る
と
、
自
分
で

は
無
駄
の
な
い
綺
麗
な
ス
イ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
い
て

も
他
人
の
目
か
ら
見
る
と
無
駄
ば
か
り
で
、
要
領
の

悪
い
ス
イ
ン
グ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
観
察
の
手
技
に

つ
い
て
も
同
様
で
、
他
人
の
目
で
客
観
的
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
で
自
分
の
手
技
の
弱
点
が
見
つ
か
り
、
そ

の
部
分
が
修
正
で
き
る
と
い
う
訳
で
す
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
種
類

次
の
四
つ
の
ブ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

・
呼
吸
評
価
ブ
ー
ス

・
脈
拍
評
価
ブ
ー
ス

・
フ
ォ
ー
カ
ル
サ
イ
ン
評
価
ブ
ー
ス

・
心
電
図
評
価
ブ
ー
ス

実
施
方
法

研
修
生
が
、
同
一
課
題
に
対
し
同
一
の
条
件
で
取

り
組
み
、
同
一
の
評
価
基
準
で
評
価
及
び
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
研
修
生
が
各
ブ
ー
ス
で
の
評
価
を
受
け
る
た
め
す

べ
て
の
ブ
ー
ス
を
回
れ
る
よ
う
二
日
間
で
行
い
、
各

班
（
五
名
編
成
）
で
四
ブ
ー
ス
す
べ
て
の
評
価
及
び

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
各
ブ
ー
ス
に
お
い
て
教
授

が
そ
の
場
で
行
い
ま
す
。

呼
吸
の
評
価

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
の
胸
部
を
視
診
す
る
こ

と
に
よ
り
呼
吸
数
を
評
価
す
る
。

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
の
胸
部
に
聴
診
器
を
あ

て
、
呼
吸
音
（
喘
鳴

や
湿
性
ラ
音
等
）
を

聴
診
す
る
。

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人

形
の
胸
部
聴
診
の
手

技
を
評
価
す
る
。

脈
拍
の
評
価

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人

形
の
頸
動
脈
を
触
知

し
、脈
拍
の
性
状
（
速

さ
・
強
さ
・
整
・
不
整
）

及
び
脈
拍
数
を
評
価
す
る
。

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
の
橈
骨
動
脈
及
び
大
腿

動
脈
を
触
知
し
、
そ
の
手
技
を
評
価
す
る
。

フ
ォ
ー
カ
ル
サ
イ
ン
の
評
価

・�

研
修
生
を
傷
病
者
役
と

し
て
眼
位
・
瞳
孔
径
・

対
光
反
射
及
び
上
下
肢

麻
痺
等
の
観
察
要
領
の

評
価
を
行
う
。

心
電
図
の
評
価

・�

除
細
動
器
の
モ
ニ
タ
ー

に
現
れ
る
波
形
の
Ｓ
Ｔ

変
化
及
び
不
整
を
読
み

取
れ
る
か
。

・�

各
種
異
常
波
形
の
名
称

と
そ
の
理
由
を
理
解
し

て
い
る
か
を
評
価
す

る
。

・�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形

の
胸
部
に
近
似
肢
誘
導

で
電
極
を
装
着
し
、
誘

導
切
り
替
え
を
行
わ

ず
、
装
着
位
置
を
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
心
電
図
の
鑑
別
を
行
う
。

ま
た
、
九
州
研
修
所
は
救
急
救
命
士
研
修
課
程
（
新

規
養
成
）
と
平
成
一
八
年
か
ら
は
薬
剤
投
与
追
加
講

習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
投
与
追
加
講
習
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
年

四
回
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
を
図
る
た
め
平
成
二
一
年
度
か
ら
一
追
加
講
習
に

つ
き
三
日
間
を
延
長
し
、
年
三
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

薬
剤
投
与
追
加
講
習
は
、
約
一
か
月
間
と
短
期
間

で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
実
施
す

る
時
間
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
延

長
三
日
の
う
ち
の
一
日
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
救
急
現
場
で
数
多
く
の
症
例
を
経
験
し
て

き
た
救
急
救
命
士
を
対
象
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
今

ま
で
行
っ
て
き
た
観
察
の
手
技
、
観
察
の
要
点
、
心

電
図
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
等
が
再
認
識
で
き
た
と
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

研
修
生
が
九
州
研
修
所
で
学
ん
だ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
手

法
を
持
ち
帰
り
、
所
属
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形

で
は
な
く
、
生
体
を
使
っ
た
訓
練
を
継
続
的
に
行
う

こ
と
で
、
同
僚
や
後
輩
の
観
察
能
力
・
観
察
手
技
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
か
く
救
急
隊
の
現
場
滞
在
時
間
の
長
さ
が
問
題

視
さ
れ
ま
す
が
、
素
早
い
的
確
な
観
察
、
観
察
結
果

に
基
づ
い
た
適
切
な
処
置
を
行
う
こ
と
で
傷
病
者
の

病
態
に
適
し
た
医
療
機
関
の
選
定
、
そ
し
て
現
場
か

ら
の
早
期
離
脱
と
搬
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
搬
送
中
の
バ
イ
タ
ル
を
継
続
的
に
観
察
し
、

病
態
の
悪
化
を
防
ぎ
な
が
ら
病
院
ま
で
質
の
高
い
搬

送
と
い
う
理
想
的
な
活
動
の
一
役
を
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
担

う
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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の

プロフィール
たつかわ しょうじ
医療史専攻。文化史・生活史
の視点から病気・医療を追
究。主な著書に、『病気の社
会史』（岩波現代文庫）『年
をとって、初めてわかるこ
と』（新潮社）『からだの文
化誌』（文藝春秋）『生と死
の美術館』（岩波書店）『日
本人の死生観』（筑摩書房）
など。

船
の
舳へ

先さ
き

に
異
様
な
扮
装
を
し
た
死
神
が
大
鎌
を

肩
に
か
つ
ぎ
、
怖
ろ
し
げ
な
表
情
で
坐
っ
て
い
る
。

小
舟
に
乗
っ
た
人
た
ち
は
手
を
挙
げ
て
船
の
進
入
を

阻
止
し
よ
う
と
し
、
海
岸
で
は
大
勢
の
人
た
ち
が
隊

列
を
組
ん
で
や
は
り
阻
止
の
気
勢
を
あ
げ
、
そ
の
後

方
に
は
消
毒
液
の
大
砲
が
整
列
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
〇
世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
の
絵
入
り
週

刊
誌
『
パ
ン
チ
』
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
で
あ
る
。

じ
つ
は
、
こ
の
死
神
は
コ
レ
ラ
を
戯
画
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
コ
レ
ラ
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
、
コ
レ
ラ

感
染
者
が
い
る
と
思
わ
れ
る
船
舶
の
入
港
を
阻
止
し

よ
う
と
し
て
い
る
場
面
を
諷
刺
的
に
描
い
た
も
の

で
、
中
世
的
な
死
神
が
恐
怖
感
を
そ
そ
る
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

海
外
か
ら
の
伝
染
病
の
進
入
を
阻
止
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
有
無
を
検
査
し
、
伝
染
病
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
消
毒
・
隔
離
な
ど
を
行
い
、
個
人
の
行
動

を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
国
民
の
命

を
守
る
た
め
の
重
要
な
制
度
で
あ
り
業
務
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
検
疫
」
と
い
う
。

こ
の
日
頃
忘
れ
て
い
た
検
疫
と
い
う
言
葉
が
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
た
び
た
び
出
て
き
た
の
が
、

二
〇
〇
九
年
、
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発
生
の
と
き
で
あ
る
。

日
本
で
も
五
月
九
日
、
カ
ナ
ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ
経

由
で
帰
国
し
た
大
阪
の
高
校
生
が
成
田
空
港
の
検
疫

で
感
染
と
認
定
さ
れ
、
隔
離
や
消
毒
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
五
月
一
六
日
、
渡
航
歴
の
な
い
神
戸
の
高
校

生
が
発
症
し
、
初
の
国
内
感
染
と
な
っ
た
。
空
港
の

検
疫
を
す
り
抜
け
国
内
に
入
っ
て
き
た
感
染
者
が
い

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
の
も
の

し
い
服
装
を
し
た
検
疫
官
の
姿
が
私
た
ち
の
目
に
飛

び
込
ん
で
き
て
、
あ
ら
た
め
て
検
疫
と
い
う
重
要
な

仕
事
の
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
。

検
疫
は
英
語
で
ク
ア
ラ
ン
テ
ィ
ンQ

uarantine

と
い
う
が
、
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
語
のquarantina

（
四
〇
日
）
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
イ
タ
リ
ア
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
史
上
最
大
の
惨
事
と
い
わ
れ
る
一
四
世
紀
の
ペ

ス
ト
大
流
行
の
と
き
で
あ
る
。
黒
死
病
と
い
わ
れ
た

中
世
末
期
の
ペ
ス
ト
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
全

世
界
で
お
よ
そ
七
千
万
人
の
死
者
を
算
し
た
と
い
う
。

こ
の
と
き
、
ペ
ス
ト
上
陸
地
点
で
あ
っ
た
イ
タ
リ

ア
の
ヴ
ェ
ニ
ス
の
人
び
と
が
初
め
て
検
疫
隔
離
と
い

う
知
恵
に
気
づ
き
、
ペ
ス
ト
感
染
の
船
舶
・
物
資
・

人
間
を
隔
離
す
る
手
段
が
制
度
と
し
て
と
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
検
疫
の
誕
生
で
あ
る
。

で
は
、
検
疫
の
こ
と
を
な
ぜ
四
〇
日
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
当
初
、
隔
離
期
間
を

四
〇
日
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
隔
離
期
間
を

な
ぜ
四
〇
日
と
し
た
の
か
？

そ
れ
は
聖
書
に
出
て

検
疫
、命
の
防
波
堤
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く
る
ノ
ア
の
洪
水
は
四
〇
日
間
で
あ
っ
た
な
ど
、
当

時
の
人
た
ち
が
四
〇
日
に
特
別
の
意
味
を
与
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
死
神
コ
レ
ラ
の
戯
画
が
掲
載
さ
れ
た
こ
ろ
、

コ
レ
ラ
は
世
界
的
流
行
の
さ
な
か
で
、
ヴ
ェ
ニ
ス
も

コ
レ
ラ
流
行
地
と
な
っ
た
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
名

作
『
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
』
は
、
ヴ
ェ
ニ
ス
を
訪
れ
た

中
年
の
ド
イ
ツ
紳
士
が
こ
こ
で
美
少
年
に
心
を
奪
わ

れ
、
コ
レ
ラ
で
死
ぬ
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

「
ヴ
ェ
ニ
ス
当
局
は
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
防
疫
処

置
を
と
っ
た
」
が
、
や
が
て
「
市
民
病
院
の
隔
離
病

舎
が
満
員
と
な
り
」（
浅
井
真
男
訳
）
と
書
か
れ
て

い
る
。

夏
目
漱
石
は
明
治
四
二
年
に
満
洲
・
朝
鮮
旅
行
の

際
、
大
連
で
「
検
疫
が
見
え
る
」、「
馬

関
（
下
関
）
着
か
と
思
つ
た
ら
左そ

様う

ぢ

や
な
い
検
疫
の
為
と
云
ふ
」
と
日
記
に

書
い
て
い
る
。
検
疫
は
漱
石
の
関
心
を

そ
そ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

さ
て
、
ペ
ス
ト
そ
し
て
そ
の
後
の
コ

レ
ラ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
疫
病

は
、
ま
ず
局
地
的
流
行
（
エ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
に
始
ま
る
。
そ
れ
が
や
が
て
地
方

的
流
行
（
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
）
と
な
り
、

最
後
に
世
界
的
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
フ
ェ
ー
ズ
６
）
に
な
る
。
つ

ま
り
疫
病
は
つ
ね
に
原
発
地
が
あ
り
、

そ
れ
が
交
通
機
関
を
通
し
て
二
次
的
・

三
次
的
感
染
へ
と
拡
大
し
て
い
く
。
と

く
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
感
染

症
は
も
と
も
と
そ
の
土
地
に
存
在
し
て

い
た
疫
病
で
は
な
く
、
他
の
土
地
か
ら

進
入
し
て
き
た
疫
病
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
流
行
を
防
ぐ
に
は
、
水

際
で
病
原
体
の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
検
疫
と
い
う
手
段
で
あ
る
。

ま
た
検
疫
に
は
人
間
の
感
染
症
だ
け
で
は
な
く
、

動
物
や
植
物
が
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
た

と
え
ば
食
肉
検
査
と
い
う
よ
う
な
重
要
な
分
野
が
あ

り
、
動
物
検
疫
・
植
物
検
疫
と
い
わ
れ
る
。

検
疫
は
交
通
機
関
の
発
達
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
る
。
か
つ
て
の
ペ
ス
ト
や
コ
レ
ラ
の
時
代
は
海
外

と
の
交
通
は
船
舶
が
お
も
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

検
疫
と
い
え
ば
海
港
検
疫
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、現

代
は
い
う
ま
で
も
な
く
航
空
機
時
代
で
あ
り
、
検
疫

も
空
港
検
疫
の
時
代
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
空
港
検

疫
の
難
し
さ
は
、
今
回
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
感
染
者
が
ま
だ
発
症
し
な
い
う
ち
に
検
疫
を

す
り
抜
け
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
検
疫
は
、
多
く
外
国
の
航
空
機
や
船
舶

に
日
本
の
検
疫
官
が
乗
り
込
ん
で
行
う
仕
事
で
あ

り
、
こ
れ
は
検
疫
権
と
い
う
国
際
法
に
も
と
づ
い
て

行
わ
れ
る
。
日
本
が
ま
だ
開
国
し
た
ば
か
り
の
明
治

初
年
は
欧
米
諸
国
と
平
等
条
約
が
結
ば
れ
て
お
ら

ず
、
検
疫
権
も
な
か
っ
た
の
で
、
コ
レ
ラ
が
ほ
し
い

ま
ま
に
上
陸
し
、
惨
禍
を
も
た
ら
し
た
。
明
治
三
二

（
一
八
九
九
）
年
の
条
約
改
正
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

検
疫
権
を
獲
得
し
、
コ
レ
ラ
流
行
に
止
め
を
刺
す
こ

と
が
で
き
た
。
検
疫
は
一
国
の
独
立
に
か
か
わ
る
重

大
な
権
益
で
あ
る
。

検
疫
こ
そ
は
、
伝
染
病
を
は
じ
め
食
品
に
よ
る
感

染
被
害
な
ど
か
ら
私
た
ち
の
生
命
を
守
っ
て
く
れ
る

防
波
堤
な
の
で
あ
る
。

死神コレラの上陸を防ぐ 『パンチ』誌
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り
が
い
”
を

             

見
つ
け
よ
う

救急救命士をめざす人たちへ

MESSAGE

文─宇津秀晃
救急救命九州研修所教授

私
が
救
急
救
命
九

州
研
修
所
に
赴
任
し

た
の
は
昨
年
四
月
で

あ
り
ま
す
。
当
研
修

所
赴
任
前
は
大
学
病

院
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
の
勤
務
で
あ

り
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
、病
院
実
習
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
通
し

て
救
急
救
命
士
と
接

す
る
機
会
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
救
急

救
命
士
の
役
割
、
教

育
内
容
な
ど
に
関
し

て
は
、
私
の
中
で
曖

昧
な
も
の
で
し
た
。

医
学
生
、
医
師
へ
の
教
育
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
ま
す

が
、
救
急
救
命
士
の
育
成
・
教
育
？
正
直
、
赴
任
自

体
も
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
環
境
で
、
自
分

自
身
が
何
か
“
や
り
が
い
”
を
見
つ
け
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

当
研
修
所
の
研
修
生
の
中
に
は
自
分
の
意
思
で
は

な
く
、
業
務
命
令
で
入
所
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
が
、

入
所
し
た
か
ら
に
は
、
自
分
な
り
の
“
や
り
が
い
”

を
見
つ
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
が

で
き
な
け
れ
ば
、
救
急
救
命
士
に
な
る
べ
き
で
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
者
の
存
在
自
体
が
医
療
に
と
っ
て

マ
イ
ナ
ス
で
し
ょ
う
。
や
る
気
の
あ
る
人
間
の
足
を

引
っ
張
る
よ
う
な
言
動
は
論
外
で
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
遵
守
し
よ
う
と
す
る
救
急

隊
が
救
急
搬
送
の
必
要
が
な
い
旨
を
説
明
し
て
も

“
税
金
払
っ
と
る
ん
だ
か
ら
早
く
運
べ
！
”
と
罵
声

を
浴
び
、
さ
ら
に
は
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

“
住
民
か
ら
消
防
署
に
苦
情
が
き
て
上
司
か
ら
不
搬

送
に
対
し
激
怒
さ
れ
た
”
と
い
う
話
も
耳
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
悲
惨
な
話
で
し
ょ
う
。

現
在
、
医
療
分
野
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に„

m
onster „

が
出
現
し
て
い
ま
す
。„m

onster „

と
は
、“
他
人
の
こ
と
を
考
え
ず
、
不
適
切
な
ま
で

の
権
利
意
識
を
主
張
し
、
義
務
を
果
た
さ
な
い
”
生

き
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
も
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
…
…
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
我
々
は
ど
う
や
っ
て
“
や

り
が
い
”
を
見
つ
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、傷
病
者
が
“
こ
の
救
急
救
命
士
に
救
わ
れ
た
”

と
感
じ
な
く
と
も
、“
自
分
が
救
っ
た
”
と
思
え
る

経
験
を
是
非
し
て
欲
し
い
。“
自
己
満
足
”
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
己
満
足
す
る
に
は
、
根
拠
の
あ
る

知
識
、
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
力
だ
け
、
医
師
の
力
だ
け
で
は
人

の
命
は
救
え
ま
せ
ん
。
一
般
市
民
の
迅
速
な
通
報
、

救
急
隊
に
よ
る
迅
速
な
判
断
と
処
置
、
医
療
機
関
で

の
治
療
、
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
れ
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ら
の
一
連
を
見
守
る
家
族
の
支
え
な
ど
す
べ
て
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
連
鎖
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
生
存
・

社
会
復
帰
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
救
急
救
命
士
も
そ

の
中
の
重
要
な
一
員
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
誇
り
を

持
っ
て
“
や
り
が
い
”
を
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

医
療
側
の
満
足
と
、
患
者
側
の
満
足
が
異
な
っ
て
い

た
と
き
、
患
者
側
の
不
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。
我
々

は
、
患
者
側
の
理
不
尽
な
“
わ
が
ま
ま
”
は
受
け
入

れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
学
的
に
妥
当
だ

と
思
わ
れ
る
医
療
は
遂
行
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
本
人
も
家
族
も
望
ま
な
い
治
療
で
あ
れ
ば
、

医
療
で
は
な
く
、
本
当
の
自
己
満
足
に
な
っ
て
し
ま

い
、
患
者
側
に
は
不
満
し
か
残
ら
な
い
と
い
う
現
実

が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

と
こ
ろ
で
、当
研
修
所
で
見
つ
け
た
私
自
身
の“
や

り
が
い
”
は
何
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
が
直
接
、
患
者
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
私
の
知
識
や
経
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
救

急
隊
員
に
伝
え
る
こ
と
で
、
日
本
の
ど
こ
か
で
救
急

救
命
士
が
実
践
し
、
間
接
的
に
で
も
人
の
命
が
救
え

れ
ば
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
教
育
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
自
己
満
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

…
…
。

救
急
救
命
士
に
求
め
ら
れ
る
も
の

救
急
救
命
士
に
な
る
た
め
に
は
、
医
学
は
も
ち
ろ

ん
、
医
療
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
学
は
医
学
書
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
医
療
は
医
学
書
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
は
い
わ
ゆ
る„

on�the�job�
training „

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
学
ぶ
場
は
、

机
上
で
は
な
く
医
療
現
場
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
救
急
救
命
士
の
行
う
病
院
実
習
の
意
義

に
つ
い
て
、
よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
病
院
に
搬

入
さ
れ
た
患
者
の
み
を
見
学
し
、
静
脈
路
確
保
、
気

管
挿
管
な
ど
特
定
行
為
の
訓
練
を
行
う
の
み
で
あ
れ

ば
、
救
急
搬
入
の
多
い
Ｅ
Ｒ
型
医
療
機
関
で
実
習
す

る
の
が
一
番
効
率
的
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
救
急
医
療
を
学
ん
だ
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
救
急
救
命
士
と
し
て
は
失
格
で
す
。
搬
入
さ
れ

た
患
者
の
継
続
的
な
観
察
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
含
め
た
医
師
や

そ
の
他
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
観
察
、患
者
家
族
の
観
察
、

ま
た
、
患
者
が
軽
快
し
た
と
き
の
喜
び
な
ど
病
院
実

習
で
は
学
ぶ
こ
と
が
山
積
み
で
す
。
ま
た
、
救
急
・

集
中
治
療
に
係
る
以
上
、
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
人

の
死
に
直
面
し
ま
す
。
そ
の
時
の
家
族
へ
の
説
明
、

家
族
の
心
情
や
そ
の
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
救

急
隊
員
の
現
場
活
動
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
で
す
。

“
技
術
の
優
れ
た
医
師
”
が
、患
者
側
に
と
っ
て
、“
い

い
先
生
”
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
、“
迅
速

で
正
確
な
判
断
、
処
置
が
行
え
る
救
急
救
命
士
”
と

“
立
派
な
救
急
救
命
士
”
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
欲
し
い
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

現
在
、
救
急
医
療
は
そ
こ
で
働
く
者
に
と
っ
て
、

決
し
て
恵
ま
れ
た
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
。し
か
し
、

我
々
は
“
あ
り
が
と
う
”
の
言
葉
一
つ
で
、
す
べ
て

が
報
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
我
々
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
更
に
よ
い
医
療
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
当
研
修
所
で

の
研
修
生
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
励
み
に
、
今
後
の

救
急
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

我
々
も
、他
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

卒業式（教官・研修生とともに。）

研修生病院見学（久留米大学病院ドクターヘリ前にて。ヘリ
スタッフとともに。）
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は
じ
め
に

昭
和
大
学
病
院
は
平
成
一
七
年
に
東
京
都
か
ら
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（D
M
A
T
;D
isaster�M

edical�A
ssistance�T

eam

、
以
下
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と
略
す
。）
指
定
病
院
に
指
定
さ
れ
た
。
平
成
一
六
年
に
東
京

都
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
具
体
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
全
国
で
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
が
設
立
さ
れ
て
き
て
い
る
。
当
院
で
は
隊
員
養
成
が
進
む
と

同
時
に
、
車
両
及
び
電
車
事
故
、
労
災
事
故
を
中
心
に
現
場
出
動
の

要
請
が
な
さ
れ
た
（
図
１
）。
平
成
一
八
年
は
要
請
が
あ
っ
て
も
現

場
に
到
着
前
の
引
き
上
げ
事
案
が
多
か
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
は

現
場
に
到
着
し
、
医
療
活
動
を
行
っ
た
事
案
が
増
加
し
た
（
図
２
）。

こ
れ
に
呼
応
し
、
病
院
内
で
は
出
動
準
備
段
階
か
ら
効
率
化
に
取
り

組
み
、一
〇
分
以
内
の
初
動
体
制
の
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
（
図
３
）。

さ
ら
に
、
消
防
と
の
効
率
的
な
連
携
活
動
を
目
指
し
て
、
所
管
消

防
本
部
で
あ
る
東
京
消
防
庁
第
二
方
面
本
部
と
協
力
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
連
携
訓
練
を
計
画
・
実
施
し
た
。
そ
こ
で
抽
出
さ
れ
た
問
題
点
は

事
故
現
場
、
災
害
現
場
で
の
消
防
と
医
療
が
連
携
活
動
を
行
う
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
、
消
防
側
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
へ
の
安

全
管
理
方
法
や
部
隊
運
用
方
法
、
さ
ら
に
医
療
側
で
は
救
急
搬
送
で

“
顔
の
見
え
る
関
係
”
と
な
っ
て
い
る
救
急
隊
員
以
外
の
消
防
部
隊

と
の
連
携
方
法
の
理
解
不
足
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

べ
く
、
実
働
を
踏
ま
え
た
訓
練
体
系
を
勘
案
し
、「
計
画
→
実
施
→

検
証
→
改
良
」
を
繰
り
返
し
、
実
践
的
な
消
防
と
医
療
の
連
携
及
び

災
害
派
遣
チ
ー
ム
を
誕
生
さ
せ
る
べ
く
今
回
の
研
究
を
行
っ
た
の

で
報
告
す
る
。

目

的
各
地
域
で
様
々
な
規

模
と
想
定
を
作
り
、
訓

練
が
繰
り
返
さ
れ
る
中

で
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
消
防

各
部
隊
が
協
力
し
て
災

害
救
助
に
当
た
る
べ
き

姿
が
模
索
さ
れ
て
い

る
。
平
成
一
八
年
に
総

務
省
消
防
庁
で
は
「
災

害
時
に
お
け
る
消
防

と
医
療
の
連
携
に
関

す
る
検
討
会
」
を
設

置
し
て
消
防
と
医
療

に
携
わ
る
人
々
に
よ

る
具
体
的
な
連
携
に

つ
い
て
検
討
を
開
始

し
た
。

消
防
と
医
療
の
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
最
初
に
問

題
点
を
明
確
に
し
、

そ
こ
か
ら
到
達
目
標

を
設
定
し
、
最
終
的

に
研
究
結
果
を
わ
が

国
で
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
活
か
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
連
携
活
動
の
“
あ
る
べ
き
姿
”
と
そ
れ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
以
下
の
①
～
④
に
関
し
て
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

①�

消
防
と
医
療
が
現
場
で
必
要
十
分
な
情
報
交
換
が
可
能
な

専
門
用
語
集
の
構
築

②

消
防
と
医
療
の
効
果
的
な
合
同
訓
練
計
画

③

緊
急
消
防
援
助
隊
と
の
広
域
派
遣
方
法
の
構
築

④

連
携
訓
練
の
効
果
に
対
す
る
定
量
的
評
価
に
関
す
る
研
究

本
稿
で
は
消
防
と
関
連
の
深
い
、
②
と
④
を
中
心
に
記
載
す
る
。

①
と
③
に
関
し
て
は
報
告
書
本
編
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。

研
究
方
法

②
及
び
④

合
同
訓
練
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
、
そ
の
訓
練

に
お
け
る
定
量
評
価
法
の
検
討

災
害
現
場
で
消
防
組
織
及
び
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
求
め
ら
れ
る
情
報
収

集
能
力
及
び
共
有
化
、
災
害
現
場
で
活
用
で
き
る
共
通
知
識
、
悪
環

境
下
で
の
医
療
活
動
、
消
防
活
動
と
し
て
の
展
開
（
救
助
→
救
護
→

救
急
搬
送
な
ど
）
を
加
味
し
た
想
定
を
作
成
し
、
実
際
に
訓
練
を
実

施
す
る
。
訓
練
は
東
京
消
防
庁
第
二
方
面
本
部
京
浜
島
訓
練
場
を
会

8
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故
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図1 要請事案

図2 出動事案
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図3 要請から出動までの時間（平成19年分）
おおむね10分間で隊員の更衣、物品の確認、業務申し送りを行う。
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場
と
し
た
。
ま
た
、
訓
練
は
録
画
保
存
し
て
、
訓
練
実
施
内
容
を
再

評
価
し
た
後
に
ケ
ー
ス
シ
ナ
リ
オ
集
と
し
て
ま
と
め
る
。
さ
ら
に
実

際
に
出
動
し
た
現
場
活
動
で
発
生
し
た
問
題
点
も
訓
練
想
定
に
組

み
込
ん
で
よ
り
現
実
的
な
想
定
を
考
慮
す
る
。

訓
練
の
適
正
化
と
到
達
度
を
判
断
す
る
目
的
で
消
防
と
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
評
価
表
を
作
成
し
試
験
的
に
客
観
評
価

を
行
っ
て
、
評
価
方
法
の
検
討
も
行
う
。
こ
れ
は
今
後
、
国
内
で
地

域
差
の
な
い
訓
練
内
容
と
そ
の
評
価
が
行
え
る
よ
う
考
慮
し
た
も

の
で
あ
る
。
特
に
情
報
管
理
、
情
報
共
有
の
点
を
重
要
視
し
た
評
価

を
行
う
こ
と
に
し
た
。

結

果
②
及
び
④

合
同
訓
練
で
は
、
災
害
訓
練
に
不
慣
れ
な
当
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
医
療
に
不
慣
れ
な
消
防
職
員
が
相
互
に
理
解
し
合
え
る
想
定
を

作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
平
成
一
八
年
七
月
一
一
日
第
一

回
の
訓
練
を
実
施
し
た
（
図
４
）。
訓
練
開
始
当
初
は
互
い
に
“
手

の
内
”
が
わ
か
ら
ず
、
会
話
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ

た
。
特
に
救
助
隊
員
に
と
っ
て
医
学
的
用
語
は
専
門
性
が
強
く
理
解

が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
医
療
行
為
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
隊
員
が
見

た
こ
と
が
な
い
な
ど
、
消
防
の
医
療
に
対
す
る
知
識
、
認
識
の
現
状

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
救
急
救
命
士
と
救
助
隊
員
の
基
本
的
な
違
い

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
平
成
一
八
年
一
〇
月
に
基
本

的
な
解
剖
、
生
理
、
シ
ョ
ッ
ク
の
病
態
な
ど
の
座
学
講
義
を
行
っ
た

（
図
５
）。
次
い
で
、
平
成
一
八
年
一
二
月
一
二
日
に
第
二
回
の
訓
練

を
実
施
し
た
（
図
６
、７
）。
専
門
用
語
と
相
手
の
行
動
が
理
解
で
き

て
く
る
と
徐
々
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
、
会
話
が

成
立
す
る
こ
と
で
互
い
の
意
図
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、互
い
の
特
性
を
活
か
そ
う
と
す
る
“
連
携
”
が
生
ま
れ
た
。

救
助
隊
員
と
医
療
者
の
関
係
が
円
滑
に
な
っ
た
こ
と
で
、
次
の
段
階

で
は
要
救
助
者
の
人
数
を
増
や
し
、
救
助
及
び
救
護
、
搬
送
の
優
先

順
位
を
考
慮
す
る
訓
練
を
行
う
方
針
と
な
っ
た
。
平
成
一
九
年
二
月

二
〇
日
に
第
三
回
の
訓
練
を
実
施
し
た
（
図
８
）。
こ
の
訓
練
で
は

指
揮
系
統
の
確
立
を
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
獲
得
目
標
に
掲
げ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を

二
チ
ー
ム
と
し
て
訓
練
想
定
を
組
ん
だ
。
救
助
現
場
で
は
医
師
と
救

助
隊
員
が
救
助
方
法
に
つ
い
て
活
動
方
針
を
協
議
で
き
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
到
着
前
に
は
救
助
隊
員
が
救
助
現
場
で
要
救
助
者
の
観
察
を
行

い
、
緊
急
度
や
重
症
度
を
考
慮
に
入
れ
た
“
救
助
の
優
先
順
位
”
を

判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
側
は
こ
れ
に
対
し
て
救
助
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
現
場
医
療
の
提
供
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
要
救
助
者
が
増
加
す
る
に
伴
い
、
現
場
救
護
所
を
設
置
し
て
緊

急
処
置
や
救
急
搬
送
ま
で
の
観
察
及
び
急
変
対
応
な
ど
を
救
急
救

命
士
と
と
も
に
行
っ
た
。

合
同
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
初
期
に
は
各
救
助
場
面
に

一
名
の
傷
病
者
を
二
～
三
名
と
い
う
想
定
で
あ
っ
た
が
、
各
現
場
及

び
全
体
の
傷
病
者
数
を
一
〇
名
前
後
に
増
や
し
、
現
場
で
の
救
護
所

設
置
や
搬
送
ま
で
の
救
護
活
動
を
行
い
、
搬
送
順
位
を
緊
急
度
と

重
症
度
か
ら
判
断
す
る
こ
と
も
訓
練
想
定
に
組
み
込
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
想
定
内
容
と
協
働
訓
練
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
高
度
化

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

訓
練
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
最
も
消
防
、
医

療
の
共
通
し
た
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
情
報
管
理
方
法
と
情
報

の
共
有
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
中
心
に
評
価
を
行
っ
た
が
、
訓
練

自
体
が
想
定
者
の
予
想
と
違
っ
た
動
き
で
進
行
す
る
こ
と
も
あ
り
、

評
価
が
時
間
軸
に
沿
わ
な
い
な
ど
問
題
が
多
く
発
生
し
た
。

考

察
合
同
訓
練
の
整
備
と
評
価

Ⅰ

初
期
訓
練
方
法

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
の
連
携
訓
練
を
行
う
う
え
で
、
最
初
に
重
要
な
こ
と

は
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
、
そ
の
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
救
助
隊
は

救
急
隊
と
異
な
り
、
普
段
の
活
動
の
中
で
医
療
者
と
接
す
る
機
会
が

な
い
。
こ
の
た
め
互
い
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
互
い
の
行
動

を
見
守
る
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
救
助
現
場
に
お
い

て
一
方
が
行
動
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
は
要
救
助
者
に
と
っ
て
不

利
で
あ
る
。
次
の
活
動
の
準
備
を
行
い
つ
つ
、
互
い
が
合
い
の
手
を

入
れ
る
よ
う
な
待
機
姿
勢
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
医
療
者
に
は
救
助

活
動
が
で
き
る
だ
け
中
断
さ
れ
な
い
よ
う
な
医
療
活
動
が
望
ま
れ

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
救
命
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
互
い
に

で
き
る
だ
け
短
時
間
に
効
果
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
を
旨
と
す
る

た
め
に
は
、
救
助
隊
の
活
動
要
領
に
医
療
者
が
理
解
を
示
し
、
医
療

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
と
活
動
内
容
を
救
助
隊
も
理
解
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
段
階
で
は
多
数
の
要
救
助
者
の

救
助
よ
り
も
少
な
い
要
救
助
者
を
適
正
な
速
度
で
救
助
で
き
る
よ

う
な
想
定
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
重
量
物
の
除
去
作
業
の
み
で
あ

る
と
か
、
自
動
車
の
扉
を
開
放
す
る
だ
け
な
ど
の
救
助
活
動
を
想
定

し
、
要
救
助
者
の
病
状
は
シ
ョ
ッ
ク
状
態
で
輸
液
や
緊
急
脱
気
な
ど

医
療
者
も
最
小
限
の
作
業
で
済
む
想
定
で
あ
る
と
よ
い
。
互
い
に
焦

ら
ず
、
そ
の
資
器
材
と
方
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
的
余
裕
の

あ
る
想
定
で
行
う
と
救
助
と
医
療
の
活
動
が
互
い
に
理
解
し
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る
。
救
助
隊
員
に
は
医
療
用
語
の
解
説
や
緊
急
度
、

重
症
度
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
医
学
的
な
知
識
を
獲
得
で
き
る
よ

う
、
講
義
な
ど
を
行
う
と
効
率
が
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

救
急
救
命
士
が
医
学
教
育
を
行
う
こ
と
も
消
防
の
自
己
努
力
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
救
助
隊
員
の
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス

の
受
講
な
ど
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

初
期
訓
練
で
は
、
救
助
と
医
療
が
同
時
に
要
救
助
者
を
観
察
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
方
針
を
確
認
し
合
う
こ
と
を
目
標
と
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
互
い
の
手
の
内
を
知
る
こ
と
こ
そ
最
も
重
要

で
、
そ
の
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
何
が
必
要
か
を
考
え
る
機
会
と
な

る
。
ま
た
、
広
域
災
害
の
応
援
な
ど
で
異
な
っ
た
地
域
の
消
防
と
医

療
が
連
携
活
動
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
、
災
害
現
場
で
い
か
に
活
動

す
る
べ
き
か
を
考
え
る
叩
き
台
と
な
る
の
が
こ
の
よ
う
な
訓
練
を

行
う
意
義
で
あ
る
。

訓
練
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
困
難
な
活
動
を
想
定
す
る
と
消
防
も

医
療
も
混
乱
し
た
こ
と
だ
け
が
記
憶
に
残
り
、
訓
練
の
継
続
性
を
困

難
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
医
学
的
な
判
断
を
踏
ま
え
た
救
助
活
動

へ
誘
い
、
救
助
隊
の
医
学
へ
の
興
味
と
医
学
の
妥
当
性
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅱ

中
期
訓
練
方
法

初
期
訓
練
終
了
後
、
救
助
現
場
で
の
医
療
活
動
が
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
る
か
を
救
助
隊
員
が
あ
る
程
度
理
解
し
た
う
え
で
行
う
。
初
期

訓
練
で
問
題
に
な
っ
た
、
よ
り
よ
い
救
助
を
目
的
と
し
た
医
療
と
連

携
し
て
い
く
た
め
の
会
話
に
慣
れ
て
き
た
状
態
で
初
期
訓
練
よ
り

も
複
雑
な
内
容
の
訓
練
想
定
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
救
助
活
動

自
体
は
車
両
の
引
き
離
し
や
重
量
物
の
除
去
、
自
動
車
の
ピ
ラ
ー
部

分
の
切
断
作
業
な
ど
、
初
期
段
階
よ
り
も
複
雑
な
救
助
活
動
を
想
定

す
る
。
又
は
暗
所
や
狭
隘
空
間
な
ど
環
境
の
悪
化
を
加
え
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
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図4 平成18年7月11日訓練

図5 平成18年10月講義

図6 平成18年12月12日訓練想定1

図7 平成18年12月12日訓練想定2

図8 平成19年2月20日訓練

・夏季の建物倒壊現場に3名の要救助者が発生し、発災から通報まで約1時間以上の時間経過がある。

・自転車と乗用車の交通事故により自転車の女性が乗用車と壁の間に挟まれ
脱出不能、乗用車の男性が運転席にて意識障害となっているもの。
・自転車の女性は骨盤部を挟まれている。また頭部からの出血あり。その後
は容態変化なし。
・乗用車の男性は既往症に心疾患（詳細不明）があり、モニター所見は多源
性PVCがある。また医師による処置が行われなければVF波形が出現する。
・現場には、興奮状態となった運転手の妻が付き添っている。

・作業所において作業員が機械の下敷きになり、骨盤部及び右大腿部が挟まれたもの。
・35歳 男性／意識：JCS 30／呼吸：12回（胸部挙上が不十分）／脈拍：橈骨96回／血圧：86/60／
SPO2:92％、骨盤部、右大腿部を工作機械に挟まれている。
・進入前のDMATに対して、消防の観察結果として想定付与された。

・大型トラックが運転を誤って建物の解体作業をしている現場に突っ込み、トラックの運転手、同乗者（運転手の妻で妊娠8ヶ月）及び作業員1名が高所から転落し受傷、
さらに地上で作業していた作業員3名も事故に巻き込まれ受傷した。

・医師と必要とする医療処置、救助活動の進め方についての連携は良好であった。 
・車両内の傷者2名を対応する際、医師によって救出順位が決められたことにより、救出活動が良好に行えた。

・医師2人、看護師1人という状況は実際もあり得るが、その際には
医師の振り分けが必要である。
・高い車内での活動は困難が考えられる。
・妊娠中の傷者は2名と考えて速やかな救出が必要である。

・杙創時の救助隊と医師の連携と助言
・座席が高いトラック等での医師の安全確保
・救助活動の必要のない傷者の搬送順位

・暗所、狭隘空間での輸液路確保、傷病者移動後に気管挿管を実施
・骨盤骨折に対してシーツラッピング
・バーチカルストレッチャーによる救助

・医師内部進入前の消防隊による安全確認及び安全管理を行う。
・呼吸状態の悪い傷病者に対して、作業スペース狭隘部分での気道管理を救助隊、救命士、医師の連携により行い、
確実な気道確保を短時間に実施する。

・2名の傷病者の救助方針を協議した。
・急変に対応するため、救急隊と連携し、
除細動を実施
・現場で輸液路を確保した。

・骨盤外傷に対する医師の処
置及び救助方法の協議
・2名の傷病者の救出優先順位

・重量物の下敷きとなった要救助者には、静脈路確保の後、輸液を行いながら救助を行った。
・狭隘部分に閉じ込められた要救助者は、大腿部に杙創があり、穿通部分の止血及び輸液路確保の
後、救助を行った。
・CPAの要救助者は進路を塞ぐ位置だったため、早期に救助と判断された。

・参加者
・第二方面救助機動部隊隊員全員を対象
・その１「解剖生理、ショック」について

 
・基本的な人体解剖、正常生理
・ショックに伴う病態生理を中心に講義を行い、
“共通言語”への布石とした。
・また、救助隊員のニーズがどこにあるのかを模
索することが必要であった。

・講義のみではなく、実技演習を加えた講
義形式の方が集中力の持続ができたようで
ある。

・救助現場には複数の要救助者が存在するが、各局面では単数である。
・慌てることなく、医学的妥当性のあるDMATの判断と救助隊との救助手順を確認し、必要と思わ
れる医療行為のみ実施する。
・また、互いに初めての連携訓練であるため、コミュニケーションを十分に取れるか否かが問題と
なる。

想定内容

想定内容

想定内容

活動内容

講義の狙い

活動内容

活動内容

想定内容

救助隊連携活動

想定の狙い

想定の狙い

想定の狙い

DMAT活動

想定の狙い

（医師から見て）
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Ｔ
の
安
全
管
理
に
対
す
る
配
慮
も
加
え
て
い
く
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
悪
環

境
に
慣
れ
る
こ
と
、
消
防
の
安
全
管
理
資
器
材
に
よ
る
安
全
管
理
方

法
を
経
験
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
す
る
。
要
救
助
者

の
想
定
は
シ
ョ
ッ
ク
状
態
及
び
意
識
障
害
な
ど
を
加
え
、
現
場
で
の

気
管
挿
管
や
輸
液
路
の
確
保
、
除
細
動
器
の
使
用
な
ど
初
期
段
階
に

比
べ
救
助
も
医
療
も
複
雑
な
動
き
と
な
る
よ
う
な
想
定
と
す
る
。
互

い
に
資
機
材
を
使
用
し
て
、
資
機
材
の
運
用
が
し
や
す
い
環
境
作
り

な
ど
を
考
慮
し
た
訓
練
と
す
る
こ
と
で
、
救
助
活
動
に
厚
み
を
加
え

て
い
く
と
互
い
の
活
動
が
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
中
期
訓
練
で
は
医
療
側
が
不
得
手
で
あ
る
組
織
活
動
を
踏
ま
え

た
想
定
を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
救
助
隊
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
と
医
療
側
に
は
精
神
的
な
余
裕
が
で

き
る
た
め
、
待
ち
の
姿
勢
に
な
る
。
想
定
に
は
二
箇
所
以
上
の
医
学

的
な
判
断
ポ
イ
ン
ト
と
救
助
活
動
の
拡
大
若
し
く
は
優
先
順
位
を

判
断
さ
せ
る
想
定
を
組
み
込
む
と
よ
い
。
救
助
隊
に
と
っ
て
も
判
断

を
迷
い
な
が
ら
、
医
療
と
の
協
議
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
る

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
確
認
及
び
実
施
、
救
助
活
動

に
活
用
す
べ
き
医
学
知
識
の
確
認
を
行
っ
て
、
医
学
的
妥
当
性
の
あ

る
救
助
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ

後
期
訓
練
方
法

中
期
訓
練
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
に
あ
っ
た
要
救
助
者
の

数
を
増
や
し
、
想
定
箇
所
も
複
数
と
し
て
い
く
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で

の
訓
練
を
応
用
す
る
こ
と
と
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
対
し
て
複
数
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
運
用
を
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
自
体
と
消
防
指
揮
隊
の
両
方
に
理
解
さ

せ
る
目
的
で
あ
る
。
東
京
消
防
庁
第
二
消
防
方
面
本
部
で
行
わ
れ
て

き
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
連
携
訓
練
の
最
大
の
特
徴
は
消
防
の
基
本
的
な
運

用
に
則
っ
た
実
働
的
な
訓
練
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
純
な
救
助
訓
練

で
は
な
く
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
時
の
消

防
と
医
療
の
連
携
方
法
を
具
体
化
す
る
訓
練
で
あ
る
。
最
終
目
標
は

集
団
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
よ
り
円
滑
な
活
動
が
双
方
と
も
に

可
能
と
な
る
た
め
に
、
訓
練
立
ち
上
げ
当
時
か
ら
消
防
活
動
の
基
本

単
位
の
中
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
組
み
込
ん
で
、
消
防
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
も
と
も

に
訓
練
と
な
る
想
定
作
り
を
試
み
て
き
た
の
で
あ
る
。

想
定
箇
所
が
複
数
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
隊
も
分
割
さ
れ
、

一
般
的
な
特
別
救
助
隊
と
救
助
機
動
部
隊
と
の
資
機
材
や
活
動
の

違
い
を
理
解
し
つ
つ
、
消
防
指
揮
隊
や
救
助
隊
、
ポ
ン
プ
隊
、
救
急

隊
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
役
割
を
明
確
化
し
な
が
ら
、
要
救
助
者
に
対
し
て

で
き
る
だ
け
確
実
で
医
学
的
に
妥
当
性
の
あ
る
救
助
活
動
と
な
る

よ
う
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
救
助
者
の
数
を
一
〇
名
前
後

と
し
、
そ
の
詳
細
は
想
定
場
所
を
十
分
検
索
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
救
助
隊
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が
な
さ
れ
、
ト
リ
ア
ー
ジ
で
重
症

と
な
る
人
数
、
中
等
症
と
な
る
人
数
、
軽
症
と
な
る
人
数
を
確
認
し

な
が
ら
、
救
助
隊
と
連
携
し
た
救
助
手
順
の
決
定
及
び
実
施
、
救
護

所
へ
の
搬
送
、
救
護
所
で
の
救
急
隊
と
連
携
し
た
医
療
活
動
、
搬
送

順
位
の
決
定
を
行
っ
て
訓
練
を
終
了
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
活
動
隊
の
役
割
、
臨
機

応
変
な
部
隊
の
運
用
、
救
助
現
場
で
の
医
療
活
動
の
適
正
化
な
ど
消

防
、
医
療
と
も
に
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
集
団
災
害
対
応
訓
練
の
基

礎
が
終
了
し
た
と
言
え
る
。

後
期
訓
練
で
実
際
に
一
〇
名
を
超
え
る
要
救
助
者
を
設
定
す
る

と
消
防
の
訓
練
資
機
材
も
多
く
な
り
、
準
備
が
煩
雑
で
ス
ト
レ
ス
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中
期
訓
練
レ
ベ
ル
の
要
救
助
者
の
数
を
実
際

に
は
五
～
六
名
程
度
に
増
や
し
、
準
備
に
過
度
な
労
力
を
負
担
し
な

い
よ
う
に
す
る
。
訓
練
の
継
続
性
を
持
た
せ
る
に
は
準
備
に
対
す
る

負
担
を
減
ら
し
、
想
定
箇
所
で
の
医
学
的
負
荷
を
か
け
る
こ
と
で
、

双
方
の
考
え
る
べ
き
材
料
を
増
や
し
て
救
助
作
業
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
発
災
か
ら
の
時
間
経
過
や
外
気
温
、

風
向
き
な
ど
を
想
定
付
与
時
に
付
け
加
え
、
救
助
後
の
対
応
ま
で
も

考
え
な
が
ら
訓
練
を
行
え
る
と
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

要
救
助
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
は
人
数
的
に
劣
勢
の
ま
ま
迅
速

な
判
断
や
処
置
を
要
求
さ
れ
、
お
の
ず
と
指
揮
系
統
を
作
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
る
。
救
助
隊
は
複
数
の
情
報
を
迅
速
に
医
療
へ
伝

え
、
救
助
の
優
先
順
位
や
活
動
時
間
な
ど
を
医
療
と
協
議
し
て
方
針

を
決
定
し
、
効
率
的
な
手
順
で
救
助
活
動
を
行
う
よ
う
に
す
る
。
こ

う
い
っ
た
訓
練
を
繰
り
返
し
な
が
ら
年
に
一
回
は
、
可
能
で
あ
れ
ば

一
〇
名
以
上
の
規
模
の
集
団
災
害
訓
練
を
行
っ
て
、
双
方
の
実
力
を

試
す
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
単
独

の
消
防
本
部
の
み
で
は
訓
練
想
定
を
設
定
し
得
な
い
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
近
隣
の
消
防
組
織
と
医
療
機
関
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
市
町

村
レ
ベ
ル
か
ら
広
域
レ
ベ
ル
で
の
訓
練
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

す
べ
て
の
段
階
の
訓
練
で
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
訓
練
実
施
後

は
全
活
動
隊
に
よ
る
反
省
会
な
い
し
は
検
討
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
隊
の
活
動
内
容
、
そ
の
活
動
に
至
っ
た
判
断
根
拠
な
ど
を
報

告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
反
省
点
や
疑
問
点
、
医
療
を
含
め
た
全
体
の
運

用
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
医
療
は
消
防
の
部
隊

運
用
に
関
す
る
知
識
が
得
ら
れ
、
消
防
隊
は
救
助
隊
以
外
に
も
医
学

的
妥
当
性
の
あ
る
判
断
の
存
在
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

訓
練
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
双
方
の
能
力
を
評
価
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
を
徐
々
に
高
め
な
が
ら
想
定
を
複
雑
に
し
て
い
き
、
活
動
上

の
弱
点
を
早
期
に
見
出
し
て
次
回
の
訓
練
に
組
み
込
む
と
い
う
よ
う
な

方
法
で
進
む
こ
と
と
、
訓
練
準
備
に
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い

よ
う
な
時
期
に
計
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ

訓
練
の
評
価
方
法

訓
練
想
定
を
考
え
る
訓
練
と
す
る
た
め
に
事
前
に
は
要
救
助
者

の
人
数
を
明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
た
め
、
指
揮
運

用
に
よ
り
様
々
な
展
開
が
発
生
す
る
。
こ
の
た
め
客
観
評
価
が
非

常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
繰
り
返
し
に
よ

り
、
訓
練
後
の
反
省
会
で
抽
出
し
た
問
題
点
か
ら
評
価
表
を
作
成
し

た
。
予
想
外
の
展
開
に
よ
り
、
経
時
的
に
評
価
が
し
き
れ
な
い
こ
と

や
、
振
り
返
っ
て
評
価
を
し
直
す
こ
と
が
あ
る
な
ど
評
価
す
る
こ
と

自
体
が
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
評
価
方
法
が
現
時
点
で
は
統
一

さ
れ
て
お
ら
ず
、
評
価
者
の
主
観
が
入
り
や
す
い
内
容
も
あ
り
、
今

後
は
客
観
性
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
一
〇
段
階
評

価
で
総
合
点
を
つ
け
る
形
と
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
の
研

究
に
よ
り
そ
の
精
度
を
高
め
る
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
評
価
者
の
育

成
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
消
防
、
医
療
そ
れ
ぞ
れ
が
評
価
で
き
る
人

材
の
育
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

結

論
災
害
時
に
お
け
る
消
防
と
医
療
の
連
携
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。

連
携
を
図
る
に
あ
た
り
、
実
活
動
か
ら
消
防
、
医
療
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
点
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
訓
練
に
組
み
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
医
療
に
不
足
し
て
い
る
指
揮
体
制
等
の
組
織

的
な
行
動
力
、
消
防
に
不
足
し
て
い
る
医
学
的
な
知
識
や
判
断
能
力

を
互
い
に
補
完
で
き
る
体
制
作
り
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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一

教
育
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象
と
し

て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、

東
京
研
修
所
及
び
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次
の
と
お
り
研
修
を

実
施
し
た
。

新
規
養
成
課
程
の
前
期
（
東
京
研
修
所
第
三
四
期
）
の
研
修

は
、
平
成
二
〇
年
四
月
四
日
か
ら
一
〇
月
九
日
ま
で
の
約
七
か

月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
二
七
九
人
が
入
学

し
、
全
員
卒
業
し
た
。

後
期
（
東
京
研
修
所
第
三
五
期
及
び
九
州
研
修
所
第
二
五
期
）

の
研
修
は
、
平
成
二
〇
年
九
月
九
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月

二
三
日
ま
で
の
約
七
か
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修

所
に
二
九
八
人
、
九
州
研
修
所
に
一
九
九
人
が
入
学
し
、
東
京

研
修
所
は
二
九
七
人
、
九
州
研
修
所
は
全
員
卒
業
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要

な
専
門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
講
義
を
中
心
と
し
た
授
業

を
行
っ
た
ほ
か
、
臨
地
実
習
と
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模

擬
実
習
）、
臨
床
実
習
（
病
院
実
習
）
及
び
救
急
自
動
車
同
乗

実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
臨
床
実
習
は
、
二
七
〇
の
医
療

機
関
（
四
七
都
道
府
県
）
に
研
修
生
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
既
資
格
取
得
者
を
対
象
と
し
た
薬
剤
投
与
追
加
講
習

は
、
平
成
二
〇
年
四
月
三
日
か
ら
八
月
二
九
日
ま
で
の
間
を
四

期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
か
月
に
わ
た
り
実
施
し
た
。

第
一
期
、
第
二
期
、
第
三
期
に
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
人
、
第
四

期
に
二
〇
一
人
が
入
講
し
、
合
計
で
八
〇
一
人
が
講
習
を
修
了

し
た
。

国
家
試
験
の
結
果
（
現
役
）
に
つ
い
て
は
、
東
京
研
修
所
の

前
期
研
修
生
が
二
七
六
人
、
後
期
研
修
生
が
二
九
二
人
、
九
州

研
修
所
研
修
生
が
一
九
五
人
合
格
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
両
研
修
所
の
卒
業
生
で
国
家
試
験
に
合
格
し

た
者
（
再
受
験
者
を
含
む
。）
は
、
第
一
期
か
ら
の
累
計
で
、

一
三
、四
四
九
人
と
な
っ
た
。

二

調
査
研
究
事
業

㈠�

救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す
る
調
査

研
究

�

和
田
貴
子
杏
林
大
学
保
健
学
部
救
急
救
命
学
科
教
授
を

中
心
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
三
一
日
か
ら
一
一
月

九
日
ま
で
の
一
〇
日
間
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
は
、
外
傷
セ
ン
タ
ー
、
熱
傷
セ
ン
タ
ー
の
現
状
調
査

を
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
救
急
シ
ス
テ
ム

調
査
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
救
急
医
療

教
育
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
実
情
等
の
調

査
を
行
っ
た
。

㈡�

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

�

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業
務

及
び
救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
研
究
委
託
を

行
っ
た
。

�

研
究
委
託
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
の
課
題
等

検
討
委
員
会
」（
委
員
長
：
山
本
保
博
東
京
臨
海
病
院
院
長
）

で
研
究
課
題
を
決
定
し
、
次
の
二
団
体
へ
研
究
委
託
し
た
。

［
研
究
委
託
団
体
］

○
昭
和
大
学

�「
災
害
時
に
お
け
る
消
防
と
医
療
の
連
携
に
関
す
る
研

究
」

○
会
津
地
区
ド
ク
タ
ー
カ
ー
調
査
研
究
会

�「
救
急
車
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー
連
携
体
制
の
調
査
研
究
～

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
現
状
と
連
携
効
果
～
」

㈢

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

�

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、
実
務
的
な
観
点

か
ら
の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、
救
急

業
務
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第

一
七
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
熊
本
市
消
防

局
と
共
同
で
、「
集
え
・
救
急
現
場
の
声
！
～
救
急
隊
員

の
未
来
像
を
熊
本
か
ら
～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
平
成

二
一
年
一
月
二
九
日
・
三
〇
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催
し
、
全
国
か
ら
延
べ
五
、

〇
二
二
名
の
救
急
隊
員
等
が
参
加
し
た
。

�

基
調
講
演
で
は
、
有
賀
徹
昭
和
大
学
医
学
部
教
授
・
救

急
医
学
講
座
主
任
が
、「
救
急
現
場
の
声
と
救
急
隊
員
の

未
来
像
︱
医
療
現
場
の
視
点
か
ら
︱
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー
や
「
有
害
物

質
に
よ
る
二
次
災
害
の
防
止
」
と
題
し
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、市
民
公
開
講
座
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
救
命
士
再
教
育
）
が
行
わ
れ
た
。

�

総
合
討
論
で
は
、「
救
急
隊
員
の
未
来
像
」
と
題
し
て
、

今
後
の
消
防
組
織
の
あ
り
方
、
救
急
救
命
士
の
将
来
性
な

ど
が
活
発
に
議
論
さ
れ
、
運
営
委
員
長
に
よ
り
、
①
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
総
合
的
体
系
の
再
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
、
②
救
急
救
命
士
と
し
て
プ
ロ
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
す
る
こ
と
、
③
救
急
救
命
士
は
知
識
と
技
術
の
研
鑽

を
続
け
る
こ
と
、
等
と
総
括
さ
れ
た
。

�

こ
れ
を
受
け
、「
救
急
隊
員
は
、『Professional�

A
utonom

y

』
即
ち
、
専
門
家
と
し
て
の
自
律
性
を
高
め
、

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
お
け
る
責
任
あ
る
地
位
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
の
重
要
な
担
い
手
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
提
言
を
発
表
し
た
。

㈣

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

�

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
救

急
業
務
等
に
関
す
る
先
進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し

て
い
る
団
体
に
対
し
て
研
究
費
の
助
成
を
行
っ
た
。

�

助
成
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業
助
成
審
査
委
員
会
」（
委
員
長
：
島
崎
修
次
杏

林
大
学
医
学
部
教
授
）
で
審
査
し
、
次
の
一
一
団
体
を
決

定
し
た
。

［
助
成
団
体
］

○�

北
里
大
学
医
学
部
救
命
救
急
医
学
主
任
教
授相

馬

一
亥

�「
新
型
駆
血
帯
の
開
発
︱
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
静
脈
確
保

を
確
実
に
︱
」

○
大
阪
大
学
大
学
院
救
急
医
学
教
室
教
授���

杉
本

壽

�「
日
米
両
地
域
に
お
け
る
病
院
外
心
停
止
症
例
の
生
存

転
帰
に
基
づ
い
た
搬
送
医
療
施
設
選
定
基
準
開
発
の
為

の
研
究
」

○
救
急
ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長���

國
松

孝
次

�「
交
通
事
故
負
傷
者
の
入
院
日
数
と
医
療
費
に
関
す
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

○
順
天
堂
大
学
浦
安
病
院
救
急
診
療
科
教
授
山
田

至
康

�「
救
急
需
要
対
策
に
関
す
る
研
究
『
小
児
救
急
医
療
体

制
の
客
観
的
評
価
法
の
検
討
』」

○�

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

教
授

杉
本

壽

�「
傷
病
者
受
け
入
れ
に
関
す
る
消
防
と
医
療
の
連
携
体

制
に
関
す
る
研
究
」

○
大
阪
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
教
授

森
田

大

�「
小
児
院
外
心
停
止
症
例
に
対
し
て
救
急
隊
が
行
う
救

命
処
置
の
問
題
点
に
つ
い
て
」

○
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
主
任
教
授

横
田

裕
行

�「
救
急
・
火
災
現
場
に
お
け
る
経
皮
的
一
酸
化
炭
素
濃

度
測
定
の
有
効
性
︱
早
期
患
者
発
見
、
安
全
な
現
場
活

動
を
目
指
し
て
︱
」

財
団
法
人

救
急
振
興
財
団

平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
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○
出
雲
地
区
救
急
業
務
連
絡
協
議
会
会
長

松
原

康
博

�「
Ｍ
Ｃ
協
議
会
に
お
け
る
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
関
す
る
研
究
」

○
野
田
市
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
会
代
表

関
根

和
弘

�「
救
急
現
場
版
針
刺
し
事
故
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
に
つ
い
て
」

○
津
市
消
防
本
部
白
山
消
防
署
署
長

長
谷
川
雄
一

�「
脳
疾
患
患
者
の
発
症
か
ら
病
院
到
着
ま
で
の
時
間
把

握
に
お
け
る
地
域
で
の
現
状
調
査
と
時
間
短
縮
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

○
愛
知
県
救
急
業
務
高
度
化
推
進
協
議
会
会
長
野
口

宏

�「
消
防
の
広
域
化
と
救
急
業
務
の
高
度
化
に
対
応
し
た

通
信
指
令
課
（
消
防
本
部
）
の
役
割
」

三

普
及
啓
発
・
広
報
事
業

㈠

広
報
事
業

①

財
団
機
関
誌
発
行
事
業

�

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅
広
く

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

消
防
機
関
及
び
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化
に
資
す
る

た
め
、
機
関
誌
『
救
急
救
命
』
を
定
期
的
に
発
行
し
て

い
る
。

�

平
成
二
〇
年
度
は
、
第
二
〇
号
を
五
月
、
第
二
一
号

を
一
一
月
に
各
七
、〇
〇
〇
部
発
行
し
、
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

②
「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

�

平
成
二
〇
年
九
月
九
日
及
び
一
〇
日
の
両
日
に
、
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ア
ル
パ
噴
水
広
場
で
行
わ
れ

た
「
救
急
の
日
二
〇
〇
八
」
の
行
事
に
お
い
て
、
当
財

団
の
事
業
及
び
活
動
を
広
く
国
民
に
広
報
す
る
た
め
、

事
業
活
動
パ
ネ
ル
を
出
展
し
た
。

㈡

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①�

心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
応
急
手
当

講
習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

�

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る
「
心

肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー

ナ
ー
」、「
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」、「
応
急
手
当

普
及
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
及
び
「
応
急
手
当
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
付
感
染
防
止
用
シ
ー
ル
ド
」
を
一
二
〇
消
防
本
部
に

寄
贈
し
た
。

②

救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

�

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
救

急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、
四
消
防
本
部
（
神

奈
川
県
藤
沢
市
消
防
本
部
、
岡
山
県
笠
岡
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
、
香
川
県
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
消
防
本

部
、
宮
崎
県
都
城
市
消
防
本
部
）
に
寄
贈
し
た
。

③�

高
度
な
救
急
救
命
処
置
の
訓
練
用
資
器
材
等
寄
贈
事

業

�

救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員
の
高
度
な
救
命
処
置
の
訓

練
を
支
援
す
る
た
め
、「
静
脈
穿
刺
モ
デ
ル
セ
ッ
ト
」

及
び
「
気
道
管
理
ト
レ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
」
を
、
左
記
九

消
防
本
部
（
署
）
に
寄
贈
し
た
。

［
寄
贈
消
防
本
部
（
署
）］

・
宮
城
県

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

・
茨
城
県

�

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部

�

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部

・
東
京
都

東
京
消
防
庁
深
川
消
防
署

・
神
奈
川
県

相
模
原
市
消
防
局

・
石
川
県

羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

・
愛
知
県

豊
橋
市
消
防
本
部

・
奈
良
県

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

・
愛
媛
県

西
予
市
消
防
本
部

④
「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

�

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法

を
中
心
と
し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推

進
を
図
る
た
め
、「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
約

八
〇
、〇
〇
〇
枚
作
成
し
、
都
道
府
県
消
防
主
管
課
及

び
消
防
本
部
等
に
配
付
し
た
。

㈢

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

�

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
住
民

組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急
手
当

の
講
習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

�

平
成
二
〇
年
度
も
、
地
域
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
」
を
通
じ
て
、
応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動
を
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
へ

の
委
託
に
よ
り
、
全
国
二
〇
地
域
で
応
急
手
当
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、
二
、一
五
一
人
の
普
通
救
命
講
習
修
了
者
が

養
成
さ
れ
た
。

四

救
急
基
金
事
業

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る
救
急
基

金
の
運
用
益
を
活
用
し
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

（
成
体
、
乳
児
）
各
一
体
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
一
台
、
人
工

呼
吸
用
携
帯
マ
ス
ク
五
〇
〇
枚
、
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト

三
〇
〇
冊
、
応
急
手
当
講
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
〇
枚
を
、
三
消
防
本
部

（
山
梨
県
東
山
梨
行
政
事
務
組
合
東
山
梨
消
防
本
部
、
三
重
県

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
長
崎
県
島
原
地
域
広
域

市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
）
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
た
。

五

そ
の
他

㈠

理
事
会
の
開
催

㈡

評
議
員
会
の
開
催

区

分

開
催
日

議

案

書
面
表
決
平
成
20
年
4
月
23
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
20
年
5
月
16
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
43
回
平
成
20
年
6
月
24
日

①�

平
成
19
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

②�

平
成
19
年
度
決
算
報
告
に
つ

い
て

書
面
表
決
平
成
20
年
9
月
24
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
20
年

12
月
3
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
44
回
平
成
21
年
3
月
10
日

①�

平
成
20
年
度
補
正
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

②�

平
成
21
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

③�

平
成
21
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

④�

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑤�

理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

区

分

開
催
日

議

案

第
36
回
平
成
20
年
6
月
23
日

①�

平
成
19
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

②�

平
成
19
年
度
決
算
報
告
に
つ

い
て

書
面
表
決
平
成
20
年
7
月
7
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
37
回
平
成
21
年
3
月
9
日

①�

平
成
20
年
度
補
正
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

②�

平
成
21
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

③�

平
成
21
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

④
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
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団
財
興
振
急
救

び
及
体
団
託
委
業
事
」
業
事
究
研
査
調
る
す
関
に
進
推
の
化
度
高
の
命
救
急
救
「

集
募
の
体
団
成
助
」
業
事
成
助
究
研
査
調
る
す
関
に
急
救
「

1．救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業
、に的目をとこう行を究研な要必、てけ向に決解の題問諸の務業急救と上向の質のアケルタピスホレプ 

当財団が指定するテーマに沿った研究課題で調査研究を行う委託先を募集します。
2．救急に関する調査研究助成事業
救急業務に関する先進的な調査研究を行う団体に対し、当該研究に必要な経費の助成を行います。

事 業 概 要

１．「救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業」事業委託団体の募集
【応募資格】
消防機関、医療機関及び地域メディカルコントロール協議会等、公益を目的として調査研究を行う団体。

【委託研究テーマ】
救急救命の高度化の推進に関する以下のいずれかのテーマに関する研究課題を設定し、事業実施計画を

提出すること。
・ ウツタイン統計
・ 救急搬送
・ 応急手当普及啓発活動
・ 重症度・緊急度判断
・ 消防機関と医療機関の連携
・ メディカルコントロール
・ トリアージ（災害時トリアージ・通報時トリアージ）
・ 消防広域化と救急業務
・ 救急業務体制

【委託期間】
原則として、平成２２年４月１日から平成２３年３月１０日

【委託金額】
１契約につき２００万円以内（委託金の使途は、当該研究に要する費用とし、備品の購入等は除く。）

【委託件数】
２件程度

【選考】
当財団の「救急の課題等検討委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知するとともに、当財団

ホームページ（http://www.fasd.or.jp）において公表します。
【その他】
① 委託研究に係る費用はすべて委託費をもって賄わなければならない。
② 委託期間中は、委託研究の内容を第三者に公表してはならない。
③ 委託期間内に成果物を報告書としてまとめ、当財団に２部提出する。
④ 当財団は、成果物の内容の一部または全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表できるものとする。
⑤ 委託研究終了の翌年度に当財団は上記③の報告書を印刷して、全国の各消防本部等に発送する。

２．「救急に関する調査研究助成事業」助成団体の募集
【応募資格】
消防機関、医療機関及び地域メディカルコントロール協議会等、公益を目的として調査研究を行う団体。

【助成対象課題】
救急業務に関する先進的な調査研究全般

（過去に助成された研究課題は、当財団のホームページ（http://www.fasd.or.jp）でご覧になれます。）
【研究期間】
平成２２年４月１日から平成２３年３月１０日

【助成金額】
１団体につき１００万円以内

（助成金の使途は、当該研究及び当財団に提出する報告書作成に要する費用とし、備品の購入等は除く。）
【助成件数】
９件程度

【選考】
当財団の「救急に関する調査研究事業助成審査委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知する

とともに、当財団ホームページ（http://www.fasd.or.jp）において公表します。
【その他】
① 研究期間内に成果物を報告書としてまとめ、当財団に５部提出する。
② 当財団は、成果物の内容の一部又は全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表できるものとする。

応 募 方 法
申請者は、当財団ホームページ（http://www.fasd.or.jp）から申請書類をダウンロードし、下記あて

先まで郵送する。

申請書類送付先 〒１９２－０３６４ 東京都八王子市南大沢４－６
財団法人救急振興財団 企画調査課

応 募 締 切 日 平成２１年１２月１８日（金）必着
問い合わせ先 企画調査課 江口・栗原 TEL ０４２－６７５－９９３１

救急救命 第23号 34



郵便はがき、もしくはメールにて

①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤23号を読んで印象に残った記事、その他ご意見、ご感想などをご記入のうえ、
下記までお送りください。

〒192‒0364 東京都八王子市南大沢4－6 財団法人救急振興財団
 『救急救命』編集室 プレゼントコーナー  係

E‒mail：kikaku-info@fasd.or.jp
締  切：平成22年1月31日

応募者多数の場合は抽選でフェイスシールドをプレゼントいたします。プレゼントの発送をもって発表に代えさせていただきます。

インフォメーション

～『救急救命』では、皆さまからの情報をお待ちしております～

募 集 内 容

●一工夫した救命講習会や応急手当の普及活動（自薦・他薦どちらでも構いません。）
●読者に広く知らせたい（消防本部などの）救急に関する取組みについて
●印象に残っている講習会・エピソード

ご連絡・お問い合わせ先

〒192‒0364 東京都八王子市南大沢4－6 財団法人救急振興財団
 『救急救命』編集室 インフォメーション  係

ＴＥＬ 042‒675‒9931 ＦＡＸ 042‒675‒9050 E‒mail：kikaku-info@fasd.or.jp

救急振興財団のホームページ
からバックナンバーをご覧い
ただけます。

発 行 2009年11月30日
編 集 『救急救命』編集委員会
発行人 大野 慎一
発行所 財団法人救急振興財団

〒192－0364 東京都八王子市南大沢4-6
ＴＥＬ 042－675－9931 ＦＡＸ 042－675－9050

制 作 東京法令出版株式会社

編

集

後

記

本誌の掲載記事・写真の無断転載を禁じます。

http://www.fasd.or.jp/

プレゼントコーナー

救急救命

Vol.12 No.2

第23号

＊上記に該当しないものでも救急に関する情報であれば、どんなことでも結構です。
また、取材を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。
＊情報提供の形式は問いません。電話、FAX、電子メール又は郵送などでお寄せください。
＊情報等を寄せていただいた方に抽選でフェイスシールドをプレゼントいたします。プレゼント
の発送をもって発表に代えさせていただきます。

救
急
救
命
士
の
役
割
と
責
任
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
社
会
の
動
き
に
注
目
し
て
み
ま
す
。

本
号
で
特
集
し
た
自
己
注
射
が
可
能
な
エ
ピ
ネ
フ
リ

ン
製
剤
（
エ
ピ
ペ
ン
）
の
使
用
が
、
平
成
二
一
年
三
月

か
ら
救
急
救
命
士
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
医
政
局
長
主
催
「
救
急
救
命
士
の
業
務
の
あ
り

方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
で
救
急
救
命
士
の
業
務
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
豚
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
：
Ｈ
１
Ｎ
１
）
が
、
世
界
中
で
拡
大
し
、
救
急
業

務
の
適
切
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

救
急
活
動
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
レ
コ
ー
シ
ョ
ン

は
も
と
よ
り
、
日
常
生
活
に
も
十
分
配
慮
し
、
救
急
隊

員
自
ら
感
染
に
注
意
し
な
け
れ
ば
救
急
業
務
に
支
障
が

生
じ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
が
、
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
、
日
進
月

歩
の
医
療
、
新
た
な
感
染
症
等
様
々
な
こ
と
に
対
応
す

る
に
は
、
日
々
の
自
律
的
な
学
習
と
訓
練
、
自
己
の
健

康
管
理
な
ど
が
殊
の
外
重
要
で
す
。
救
急
救
命
士
の
役

割
と
責
任
を
全
う
す
る
に
は
、強
い
責
任
感
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
必
要
で
す
。
救
急
救
命
士
に
必
要
な
知
識
は

ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
研
修
所
で
の
研
修
生
に
接

す
る
度
に
“
平
成
一
桁
の
救
急
救
命
士
・
昔
の
救
急
救

命
士
”
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
多
忙
な
毎
日
に
押
し

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
研
鑽
が
必
要
で
あ
る
と

痛
感
す
る
昨
今
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）
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皆様から寄せられた寄付金は、
応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、
お問い合わせは 救急振興財団事務局総務課にお願いします。

財団法人 救急振興財団

１分１秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団

救
急
救
命

通
巻
第
23

21

号

平
成

年

月
30
日
発
行

11
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